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／答申書提出．グ（自己点検評価の推進）�
『富山大学における自己点検・評価の在り方について』
一一 去る 7 月 9 日（木）本学自己完検 ・ 評価に関する携す委員会 一一
企 三貰富山大学自己点検・評価に関する検討委員会委員長から
小黒学長に答申書が提出される （平成4年7月9日（木））
平成 3 年12 月 20 日 幽 に設置 ・ 発 足し た 「富 山 大学 自
己点検 ・ 評 価に 関 す る 検討委 員会 （ 委 員長 ： 三賓政美
人文学部教授 ） は 、 同 日 小黒学長か ら 、 本学 に お ける
自 己点検 ・ 評 価に 関 し て 、
① 自 己点検 ・ 評 価の基本方針
② 自 己点検 ・ 評 価の 実施方法
③ 自 己点検 ・ 評 価の 実施体制
④ そ の 他 自 己点検 ・ 評 価に 関 し て必要な事項
以上 4 項 目 に つ い て 諮問 さ れ た の を受 けて 、 鋭意、 部
会、 本委 員会 を開 催 し 検討 を重 ね ら れ まし た 。 去る 4
月 28 日 （刈 に は 、 そ の 検討 結果を 中間 報告と し て 取 り ま
と め 、 各教授会等広 く 学 内に 意見 を 徴さ れ まし た 。
次 い で 、 各部局か ら 出 さ れ た 意見 を踏 まえて 中 間 報
告の 一部 を修正 し 、 「富山 大学 に お ける 自 己点検 ・ 評
価のあり方について（答申）」として取りまとめ、 去
る 7 月 9 日 休） 三賓委 員長か ら 、 小黒学長 （評 議会 議長）
に 答申書が提 出 さ れ まし た 。 （ 答申の 全文 は 、 既に配
付済み の 学 報号外 を参照し て く だ さ い 。）
この 答申に よ り 、 去る 7 月 17 日 後）開 催の 平成 4 年 度
第 6 回評 議会 に お い て 、 その取扱い と 今後 の 対応に つ
いて 審議さ れ まし た 。 席上、 同検討委員会委 員の 教 養
部 奥貫教授 （三賓委 員長 の 代理） か ら、答申に 至る経
緯及びその概要 に つい て 説 明が あり 、 これ に 対し て 、
小黒学長 か ら 、 鋭意検討 ・ 審議さ れ た 同検討委 員会委
員各位の 御労苦に 謝意が表 明さ れ まし た 。 引き 続き 、
審議の 結果、 本学に お ける 自 己点検 ・ 評価に つ いて は 、
答申の 骨子に 沿 っ て進 め る こと が 確認 ・ 了承 さ れ ま し
fこ。
次 い で 、 自 己点検 ・ 評 価を 推進す る た め の 「富 山 大
学 自 己点検 評 価規則 （案） 」が提案 さ れ、 各教授会 で
そ れ ぞれ検討 願う こと に な り まし た 。
このことにより、本学の活性化を図り、 より大学の
機能を 高め る た め の 「自 己点検 ・ 評 価Jの 実施 に 弾み
がつ き まし た 。
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（｛臨液化室の最新情報）
最新の実験研究
�同寸ー 報 第335号
：『重Y1:電子系主：：：にういjて研究所講演会開催
（講演会） 6月19日（金） 京都大学 山田耕作助教授を招へい
本学低 温液化室 は 、 学 内に 低 温寒剤を供給す る 施 設
で あり ま す 。 い う な ら ば、 学 内の 特 別 の 氷匡さ んです。
液体 窒 素 （77k） と 液体 ヘリ ウ ム （4 .2 k） の 供給が ス
ト ップす れ ば、 ある 種 の 実験 も ス ト ッ プ し て し ま い ま
す 。 断水 ・ 停電と 同 じ よ う に 、 手の施 しょ う が ない 。
低 温液化室 は、 学 内の 氷 匡さ ん の 役割 だ け か と い う
と 、 そ う で は ない 。 低 温液化室を 舞台に 、 最新 の 実 験
研究が 行わ れ て い ま す 。 常識で は 考 え ら れ ない 現 象 が
低 温で 出現 し ま す 。 例 えば、 超伝導 、 超流動 、 重 い 電
子系 問題等々で す 。
... 「重 い電子系」につ い て講演する京都大学
山田耕作助教授 （平成4 年6月19日）
重い 電子系 と い う の は 、 セ リ ウ ム 元素等を含む金 属
性化合 物で 、 金属 電子と セ リ ウ ム 原子内の 磁性 電子と
が相互作用 し 合 い 、 金属 電子の運動 が 妨げ ら れ て 、 低
温で金属 電子の質量が重 く なっ て し ま う 現象で あり 、
物性 物理の最近の 中心話題 の 一 つで ある 。
比喰で説明を試みよ う 。 金属 が 電気を通す の は 、 金
属 内に 多 数 の 電 子が 自 由 に 走り 回 っ て い る か ら で ある 。
し か し 、 休み時間 に 小学生達が運動場 で 走り 回 っ て い
る 様子を 想像しては い けない 。電子の運動は 各々異なっ
て お り 、 し か も 2 つ以上の 電子が 閉じ運動状態 に なる
こと は ない 。 小学生達 は 走り 回 っ て い る の だ が 、 各 々
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自 分 の 競争用 ト ラ ッ ク レ ー ン が あり 、 他人 の ト ラ ッ ク
に は 決し て 入れ ない の だ 。 で も 、 この ト ラ ック に 障害
物が置 い て あれ ばど う なる の だ ろ う ？小学 生達 は この
障害 を 飛び越す こと は で き ず、 空い た ト ラ ック を 探し
て、 これ に 飛び 移ら ね ばなら ない。 障害 物の配置に 従っ
て、 小学生達 の 運動 は 奇妙なも の に なる ……。
残念 なこと に 、 重 い 電子系 を 物理式 を 用 い て実際に
理解 し よ う と す る の は 簡単で ない。 用 い る 数字が 高級・
奇異で 、 あら ゆ る 異なっ た道筋が ある の だ 。 低 温液化
室で関連実験 を 行っ て い る 研究 者で さ え、 こう い っ た
理論文献を 机の上 で 理解 し よ う と す る と 、 く た び れ て
し ま う 。 そ れ よ り も 直接お話を聞 く こ と で ある 。 そ こ
で、 去る 6 月 19 日 （金） に 、 重 い 電子系 の 基礎理論で
大 き な貢献を さ れ た 理論 物理学者 ・山 田 耕作先生 を 低
温液化室で お 招き し 、 御専門 に つい て 講演し て い た だ
い た 。 山田先 生は現 在、 京都大 学 理学部 物理教 室 に 所
属 し て お ら れ る 。
「山田 先 生の 講演は 、 数学技法の 詳細など に は と ら
わ れ ず 物理の視野を広 く 見渡す も の で あっ た 。 重 い 電
子系 の 問題 は 、 見方 に よ っ て は 、 最近の 高温超伝導 酸
化 物の 問題 と 共通性が あり 、 相互 作用 し 合 う 多数 の 電
子の 集団挙動 の 理解 に 新 し い地平を 築く も の と なろ う
と の 見通 し を 語ら れ た の は 、 大 変印象的で あっ た。 我々
の 質 問に も 親切 に 答えて い た だ き 、 関連の研究者 、 学
生に と っ て大層啓発 的で あっ た 。
山 田 先生の講演は基礎物理の話題 で あっ た。 しか し 、
温度現象の 意味合 い は 広 く 、 ま た 、 深 い と 思 わ れ る 。
熱力学 の 見方を拡張 し て 、 生命・ 社会 など 秩序形 成 過
程に 、 新 し い 洞察 を 見 い だ す ノ ー ベJレ 賞学者プ リゴジ
ンの視 点も ある 。 この よ う な話題 も 、 今後低 温液化室
の講演会で取 り 上 げ た い と 考 えて い る の で、 御期 待 を
請い た い と 思っ て い ま す 。
（低 温液化 室）
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人文学部 宇野隆夫助教授 o o oO 
第1回「雄山閣考古学賞」の特別賞を受賞
考 古学関係 の 出版 社「雄
山間出 版 株式会 社Jが 、 創
立七十五周年を記念して 制
定 し た 「第一回 雄山閣考 古
学 賞」の特別賞に 、 人 文 学
部助 教授 宇野隆夫 氏 （ 考 古
学 ） の 著書 「律 令社会 の 考
古学 的研究 一北陸を 舞台
と し て 一 」 が選 ばれ まし た 。
雄山閣考 古学 賞は 、 考 古学 と そ の 関 連 の 分野 で 、 考
古学 の振興発 展 に 寄 与す る 業 績を 挙 げ た研究書を 対象
と し た も の で す 。
贈呈式 は 、 去 る 6 月 2 7日 （土） 東京 ・ 神楽坂の 日 本
出版 ク ラ ブ会館で 行わ れ、 記念 品と 副賞が 贈られ ま し
た 。
今 回 受賞の 同書 は 、 これ まで北陸 四県で発 掘調 査 さ
れ た 律 令時代 の 遺跡、 遺物に 関 す る 研 究 を 土台に 、
『集 落 』 『埋葬』『生産 と 流通 』『食器 』 の 4 つの 柱
を 設 け 、 相互が 有機的な つな が り を 持っ て変化 し て い
る こと を解明 し 、 律 令社会 の 特 色を大 き な 視 点で と ら
えた も の です 。 考 古学 的資料の集成 と 分析 を 中 心 と し
て律 令社会 の 実像を 意欲 的に あと づけ、 一 貫して 考 古
資料 に よ っ て歴史 の実態を 把握す る 方法を展開 し て き
て い る 点で 高く 評 価さ れ まし た 。
こ の た び の 受 賞に 際 し 、 同 氏は 、 「今回 の 仕事 は 、
い ろ い ろ の 材料から古代北陸 と い う 地域の 独特 な 性 格
と 日 本 社会 で の 役割を考え た も の で す 。 こ の よ う な 地
味 な 地域研究 に 賞が 与えられ た の は 、 地域から日 本 社
会 を 考 えた部分が評価さ れ た の だ と ！思い ます 。 歴 史 の
研究 対象 （考古学 は歴史 学 の 一分野 で す ） は、 一 つ の
課題から無限 に 広が っ て い き ます 。 今後 も 多 く の 方 々
と 協力し て 仕事 を 進 め て い き た い と 思 い ます。 」 と 語っ
て お られ 、 今後 ます ます の活躍が期待 さ れ ます 。
じ 工学部電子情報工学科
電気通信主任技術者試験の一部免除の認定
� 平成5年3月以降の卒業生
去 る 6 月 11 日 休） 、 北陸 電気通信監理局 （金沢市） に
お い て 、 国家試験 ・ 電気通信主任技術者の学校 認定書
伝達式が 行わ れ 、 田 中 征治局長 か ら多 々工学部長 に 学
校 認定書が授 与さ れ まし た 。
これ に よ り 、 平成 5 年 3 月 以降の 工学部 電子情 報工
学科 の卒業 生に対 し 、 電気通信主任技術者試験 の 一部
（ 電気通信シス テ ム の試験科 目 ） が 免除さ れ る こと と
な り まし た 。
企 田中北陸電気通信監理局長から学校認定
書の伝達を受ける多々工学部長
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本学職員O B会相次いで開催．グ
！ －鱗議盤機機関 ：
、、
平成 4 年 度富山大学名 誉教授 の 会 総会 が、 去る 6 月
28 日 （ 日 ） 午前11時 か ら 富山市 内の 「海老亭本館」 で
開 催 さ れ まし た 。
総会 に は 、 15名 の 名 誉教授の 出席 が あり 、 まず 新 入
会 員 （吉岡周明、 麿瀬稽七郎、 鍬田邦夫 の 3 氏） が 紹
介さ れ、 引き 続き 、 物故会 員 （井上 浩、 大島文 雄、
倉田 軍一、 久保和 美 の 4氏） の 御逝去の 報告が あり ま
した 。
次 い で 、 春の 叙勲で受章の 栄 誉を受 け ら れ た 植村元
覚 氏、 岩淵富治 氏に 対 し て 、 祝意が 表 明さ れ まし た 。
引き続き 、 会務 報告等が 行わ れ た 後 、 役員選 考 が 行
わ れ 、 大島文 雄先生 の 御逝去に 伴う 名 誉教授の 会代表
に黒坂富治 氏が選出さ れ ま し た 。 また 、 幹事及 び監事
も併せて 改選 さ れ まし た。
次 い で 、 懇 親会 が 行わ れ 、 出席名 誉教授の近 況が 語
り 合わ れ る 等 し て 親し く 懇談 さ れ ま し た 。
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平成4 年度 富 山 大学温窓 会 総 会 (7月 2 日）
本学事務系 職員の O B 会 「温 窓会 jの 平成 4 年 度総
会が、 去る 7 月 2 日 （木） 午後 1 時か ら 本学 職員会 館
で開催 さ れ まし た 。
総会 に は 、 桜井雅楽会長外 会 員32名 が出席 さ れ 、 会
務 報告、 予算 ・ 決算等の 審議が 行わ れ た 後 、 役員改選
が 行わ れ まし た 。 また 、 大学 側か ら 、 佐竹庶務 部長 、
渡 遺庶務課長 が 出 席 し 、 庶務部長 か ら 本学の近 況等が
説明さ れ まし た 。
引き 続き 、 懇 親会 が 行わ れ 、 旧交 を温め ら れ まし た。
平成 4 年 7 月 発行 品...... 十 報 第335号
ミ』司書）l!)
異動区分 発 令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 ，谷すそ・
採 用 4 .  6. 15 森 慶子 文部事務官 （ 教養部）
，， 柴田 紀子 事務補佐員 （附属図書館）
4 .  7. 1 木地 紀子 臨時用務員 （学生課作業員）
昇 任 4 .  7. 1 向後 千 春 講 師 （ 教育学部） 助 教授 （ 教育学部）
// 堀田 幸信 文部 技官 （ ，， 助 手 （ ，， 
辞 職 4 .  6 .  2 7  西浦 澄子 臨時用務員 （学生課作業員） 辞 職を承 認す る
免 職 4 .  6 .  8 須田 雅彦 文部事務官 （ 教養部） 懲国家戒公処務分員と法しZて�8免2条職ZすRる1写反び第3号により
l?l 
司
平成 5 年度
｜ 富山大学入学者選抜要項の発表
本学 は 、 平 成5 年 度入学者選 抜要項 を去る 7月 8 日 （水 ） に 発表 し まし た 。 昨年 度と の 変更 点及び入学者選 抜要
項の概要 は 、 以下の と お り で す 。
（昨年度との変更点）
1 一般選抜について
(1) 実施方式につい て
経済学部 「夜間主 コ ー ス 」 ： 連続方式 CB 日程）
か ら 、 分離 ・ 分割方式 （前期 日 程 ・ 後期 日 程 ） に
変更 し た 。
(2) 日 程ごとの募集 人員につ い て
① 経済学部 「昼 間主 コ ー ス 」 、 理学部 及 び工学
部 で 、 前期 ・ 後期 日程 別 の 募集人員を 変更 し た。
② 経済学部 「昼 間主 コ ー ス 」 で 、 新 た に 前 期 ・
後 期 日程の募集人員を 定 め た 。
(3) 日程ごとの入学者選抜方法等 につ いて
① 前期 日程
ア 経 済学 部 「夜間主 コ ー ス 」 が、 新規に 加わ っ
fこ。
イ 理学部生物学科 で、 新 た に 数学 を課 し 、 小
論 文 を課 さ な い ことに し た 。
② 後 期 日 程
ア 教育学部情 報教育課程で、 新た に 小論文 を
課す こと に し た 。
イ 経済学部 「昼間主 コ ー ス 」 で 、 新 た に 外 国
語 （ 英語） を 課す こ と に し た 。
ウ 経済学部 「夜間主 コ ー ス 」 が、 新規に 加わ っ
③ 日 程ごとの個別学 力検査期 日に つ い て
後 期 日 程の 検 査期 日 を 、 平成 5 年 3 月 15 日
（ 月 ） に 変更 し た 。 （ 昨年 は 、 3 月 14 日）
教育学部 （ 小学校 ・ 養護学校 ・ 幼稚園 教員
養成課程、 情 報教育課程 ）
経済学部 「昼間主 コ ー ス 」
理学部 （化学科 ）
（湖 上記以外 の 後期 日程 の 各学部学科 ・
課程に つ い て は 、 個 別学 力検 査 等 を 課
さ な い 。
［参考］ ・ 前期 日 程、 A 日 程：平 成5年 2 月 2 5日
（ 木 ） （ 昨年 と 同 じ）
(4) 日程ごとの入学者選抜の実施樹ヰ・ 科目等について
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① 前期 日 程 ・A日 程
ア 教育学 部中学 校教員養成課程で、 実技検 査
（音楽実技 ） の 内容の一 部を 変更 した 。
イ 理学 部化学科で、 大学入試 セ ンタ ー 試 験 の
受験を 要す る 科 目 か ら 「社会 」 を除 き 、 4教
科 5科 目に 変更 した 。
ウ 理学 部生物学科で 、 新 た に 数学を課 し、 小
論文 を課 さない こ とに した 。
② 後期 日 程
ア 教育学 部情報教育課程で、 新 た に 小論文 を
課す こ とに した 。
イ 経済学 部 「 昼 間主 コ ー ス 」で 、 大学 入 試 セ
ン タ ー試験の受験 を 要す る 科 目 を変更 した 。
ウ 経済学 部 「 昼 間主 コ ー ス 」 で 、 新 た に 外 国
語（英語） を課す こ とに した 。
エ 理学 部数学科で 、 大学入試 セ ン タ ー 試 験 の
受験 を 要す る 科 目 か ら 「社会 」 を除 き 、 4教
科 5 科 目 に 変更 した 。
オ 理学 部地球科学科で 、 大学入試 セ ン タ ー 試
験 の 受験 を 要す る 科 目 か ら 「国語」 及び 「 外
国語」を 除 き 、 2 教科 3 科 目 に 変更 した 。
(5) 日 程ごとの 大学入試セ ン タ ー 試験及び個別学力
検査の配点について
① 前期 日 程
ア 経済学 部 「 夜 間主 コ ー ス 」が、 新規に 加わ っ
fこ。
イ 理学 部化学科及び生物学科で 、 配点の 一部
を変更 した 。
② 後期 日 程
ア 教育学 部情報教育課程で、 配点の 一部を 変
更 した。
イ 経済学 部 「 昼 間主 コ ー ス 」 で、 配点の 一部
を変更 した 。
ウ 経済学 部 「夜間主 コ ー ス 」が、 新規に 加わ っ
fこ。
エ 理学 部数学科及び地球科学科 で、 配点の ー
部を変更 した 。
2 推薦入学、帰国子女・社会人特別選抜につい
て
(1) 推薦入学
① 募集人員の 表記 を 、 「 名 以内 ・ 名程 度J
とせ ず、 「 名 」と明確に した 。
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② 次 の 学 部・学科で 、 募集人員 を変更 した 。
ア 人文学科 ： 「10名 程 度」か ら 「15名 」 に 増
員 。
イ 理 学 部：数学科 で 「12名 以内 」 か ら 「 16
名 Jに増員。
ウ 工 学 部：電子情報工学科が 「19名 以内 」
か ら 「18名 Jに 、 機械 シ ス テ ム
工学科 が 「 15名 以内」 か ら 「 13
名 」に 減員 。
(2) 社 会 人特別選抜
① 理学 部化学科及 び地球科学科で 、 新 た に 社 会
人特別選抜（若干名 ） を導入 した 。
(3) 帰国子女特別選抜（特 に変更 点は な い 。 ）
3 その他
(1) 身体に障害を有する志願者との事前協議
重 度の 身体障害 を 有す る 志願者が 、 事前協 議を
す る 場合 は で き る だ け 早期 に 行 う よ う 新 た に表 記
を 加 え た 。
（湖 上記の 「重 度の 身体障害 を 有す る 志願者」 と
は 、 体幹及び両上下肢の機能障害が著しい者で、
大学入試 セ ン タ ー 試験で 「代筆解 答」の 措 置 を
申請す る 志願者を い う 。
平成4年 7月発行
学
報
第335号
平成 5 年度富山大学入学者選抜要項（抜粋）
1 . 学部、 学科・ 課程等及び入学定員
A十a、 入 学
学 科 ・ 課 程等
部 定 員
人
文学
部
人 文 a寺M一－ 科 95 
宝回五"' A守M与． 文 学 科 110 
計 205 
小 学 校 教 員養成課 程 100 
教 中 学校 教 員養成課程 50 
育 養護学校教員養成課程 20 
必ヲ孟4ヤー 幼椎園教 員養成課 程 30 
部 情 報 教 育 課 程 40 
計 240 
主昼間
経 済 学 科 159 
経 営 学 科 124 
経 コ 経 営 法 学 科 102 
ス 計 385 済
夜主間
経 済 学 科 20 
》4一－ 
経 営 学 科 20 
コ
部 経 営 法 学 科 20 
ス 計 60 
計 445 
数 弓;uJ..ー キヰ 53 
理 物 理 :?fι － 科 47 
イヒ $ 科 43 
学
生 物 学 キヰ 45 
部 地 球 科 学 科 32 
計 220 
電 子情報 工 学 科 132 
工 機械 シ ス テ ム工学科 101 
A守L与 物 質 工 学 科 83 
部 化 学 生 物 工 学 科 86 
計 402 
15 計 1 512 
募 集 人 員
前期 後期
日 程 日 程
70 25 
80 30 
150 55 
70 30 
14 6 
2 1  9 
30 10 
135 55 
126 33 
98 26 
81 2 1  
305 80 
16 4 
15 5 
15 5 
46 14 
351 94 
46 7 
37 10 
33 10 
35 10 
27 5 
178 42 
105 27 
80 21  
66 17 
68 18 
319 83 
1 133 329 
A 
日 程
50 
50 
50 
募 集 人 員 に 含 ま れ る
特 別 選 抜 の 募 集 人 員
〔前期 日 程〕
推薦入学 ( 15名 ）
帰国子女・社会人特別選 抜 （若干名 ）
[ A日 程j 推
及
薦
び
入
家
学
庭
（
の
6
各
名
専…攻
理
2
科
名、 ）実耐
〔前期 日 程〕推薦入学（ 10名）
〔前期 日 程〕
推薦入学 （30名 ）
帰国子女特別選 抜 （若干名）
〔前期 日 程〕
推薦入学 （20名 ）
社会人特別選 抜 （20名程度）
L f:l•J期同程J 挺帰薦国子入女学特（別16選主主抜j （若干名）
〔前期 日 程〕帰国子女特別選 抜 （若干名 ）
〔前期 日 程〕帰国子女・社会人特別選 抜 （若干名 ）
〔前期 日 程〕帰国子女・社会人特別選抜 （若干名）
〔前期 日 程〕帰国子女・社会人特別選 抜 （若干名）
〔前期 日 程〕推薦入学 (18名）
〔前期 日 程〕推薦入学 (13名 ）
〔前期 日 程〕推薦入学 ( 12名）
〔前期 日 程〕推薦入学 (12名 ）
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2. 平成5年度 富山大学入学者選彼方法等
(1）前期日程・ A日程 ( 2 - 1) 
選抜方法等 個 別学 力検査 等 推 議 入 学 定員一部留保第2次募 集
帰会
の特
国
人
子
等
別
女
選
の
．
抜
た
祉
め実 技検査等 2 段 階 選 抜 学入学力定検員査のを一免部除にし調つ査い書て，を主出身な学資校料長とのし推て薦判定に基すづる き 留入学保定し．員のこ一れ部につについてい第てあ2次ら募か 集じめを行これうを
主として． 調査 個別学力検個別学 奮の内容と大学 第1段 階の選抜 実技検査等 笑筏検 査 等
力検査 入試センター試 による 合格者数 個別学力検 個別学力検 推薦入学 個別学 備 考実技検 函 援 小論文 査を免除し， 査及び大学 トー一一ーーーー一一－－ - . .ーーー ーーー 第2次験の成績により 帰 中国 社力検査を課す 査を課 を課す 第1段階選抜を 大学 入試セ 入試センタ 実技検 面 接 小論文 募集 人員 実技検 面 接 小論文募 集 査等の日程定員に対 そ そ 国 引揚 を課する する を行う る 必行者 い， その合絡 の ンタ試ー験 一試験を免 査を課 を課す 他の 子 者等 fl‘ ' 査を諜 を課す 人 員について更等に する 倍率 他 を課する 除する る要な検査 を する を行う る 女 子女 人 する を行う る学部・学科名 行う
人 文 A守� 部 。 × × × × × × 。 × × × 。 × 15 名 。 × 。 × × × × × 
小学校教員養成課程
一ーーー一一一一一一ーー－ーーーー一一
養護学校教員養成課程 。 × × × × × × × × x x × × × × × × × × × × × 
ー』ーーーーーーーー一一一ーーーーーーー
幼稚園教員養成課程
教 中学校教員養成課程
（国語， 社会， 数学， 。 × × × × x × x × × × × × × × × × × × × × × 
技術， 英話専攻）
育 中学校教員養成課程 × 。 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 
（音楽，保健体育専攻）
Bー'f: 中学校教員養成課程 。 × × × × × 。 × 。 。 × 2 名 × × × x × x × x × × （理科専攻）
中学校教員養成課程 。 × × × × 。 。 。 × × 2 名 × × × × × × × × 部 x × × （美術専攻） ートー
中学校教員養成課程 。 × × × × 。 × 。 。 × 2 名 × x x × × × × × × × × （家庭専攻）
情報教 育課 程 。 × × × × × x × 。 × × 。 × 10名 × × × x × × × × 2月25日同
コl 問忌
経済学 科
ーー－ーーーーーーーーー一
30名 。経 経 営学科 。 × × x x x × × 。 × 。 。 × × × × × × x × ス主 ーーー一一一一ーーー一ーー済 経営法学科
学
コl 夜間 経済学 科部 ー一一一一一ーーーーー一一経営学 科 × × × × × × × × 。 × 。 。 × 20名 × × 。 × x × × × ス主 ーーーーーーーーー『戸ーー－経営法学科
数 プ会品査a一－ 科 。 × × × x × × × 。 × 。 × × 16 名 。 × × × × × × x 数学科推薦入学について理 。 r一一物 狸 み千ふ4与科 x × × × × × × x × x × × × 。 × × × x x × × 面接には， 数学的思考力 をみる ため町 一一 一 ーA守� イヒ 学 科 の検査を含む。ー ーーーーーーーーーーーーーーーーー－
部 生 物 学科 。 × × × × × × × x × × × × × 。 x 。 × × × × × 
ーーー－ーーーー－ーーーーーーーーーー
地 球科学 科
電子情報工学科
12名 推薦入学について
6 名 ①面接には， 基礎学力に関する試聞を工 「ーーーー『一一一ーー ーー・『ー一ーー 9 名 含む。機械システム工学科 4 名 ②その他として． 簡単なテスト（英語学 。 × × × × × × × 。 × 。 。 。 × × × × × × × × 及び数学）を課す。
物 質 工学 科 8 名 ＠各学科の募集 人員欄中． 上段は普通ーーーーーーーーーーー
郎
4 名 科・狸数科を， また， 下段は専門教
8 名 育を主とする学科（工業）を対象と化学生物工学科 4 名 した募集人 員をそれぞれ示す。
参 考 1. 調査書に③標示を希望する。（入学者選抜方法 の研究資料として利用する ため。）
2. 個別学 力検査等の日程は． 教育学部中学校教員養成課程（連続方式A日程）を除き，分離・分割方式前期日程である 。
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(2) 後期日程
選抜方法 等 個 別 学 力 検 査 等
一一ー「ー
実 技 検 査 等 2 段 階 選 抜
学部・学科名
人
教
育学
部
経
済
学
部
理
学
間1
工
学
剖i
文 学 部
小学校教員養成課程
一 ーーーーーーーーー一一ーーーーーー
養護学校教員養成課程
ーーー『『ーーーー一一 一一ー 一ー一
ーーーー
幼稚園教員養成課程
情 報教育課程
経済学 科
コ昼 ーーー一一一一一ーーー一一
l間 経 営学 科
ス主 ーー一一一『ーーー－ー－－
経営法学科
経済学科コ夜 ーーー一一一一一ーーーーーl間 経 営学 科
ス主 ーーーー一一一ーーーーーー
経営法学科
数 学 科
ーーーーーーーーー一一ー『ーーーーーー
物 理 学科
一ーーーーー一ーー 一 ←一 ー 一 一ー一一ーーー一
生 物 店4主 4与科
ーー一ーーーーーーーー一一ーーーーーー
地 球 科 学 科
化 戸千�、 科
電子情報工学科
ーーーー 』→ 目ー『 一『・ ー一 一 ‘・ ー『司 『
機械システム工学科
ー一一『－－－ .，一一一ー一 ーーーーーー
物 質 工 学 科
ー－ーーーーーーーーーーーーーーーーー
化学生物工学科
個別学
力検査
を課す
る
× 
x 
× 
。
× 
× 
× 
× 
主として， 調査 第I 段階の選抜
警の内容と大
一
学試 による合格者数
入試センタ実技検 面 接 小論文 験の成績により
査を課 を課す 第 1段 階 選銭を 定 員に対 そする を行う る 行い， その合格 の者について更に する倍率 他必fT要つ な検査等を
x x x x x x 
。 × x x × x 
× × 。 × × × 
× × × × × × 
x × × × x × 
× × × × × × 
× × 。 × × × 
× × x x × × 
参 考 1. 調査書に＠標示を希望する。（入学者選該方法の研究資料として利用するため。）2. 個別学力検査等の凶程は， 分離・分割方式後期日程である。
品.＞..＜，干
推 薦 人 �品a与. 
学
入学
力
定検 員査
の一部
除
につ い て，を主出身な学資
校
料
長と
の推薦判に基づきを免 し調査書 して 定する
実 技 検査等
個別学力検 個別学力検査を免除し， 査及び大学
大学入試セ 入試センタ 実技検 面 接 小論文
ンタ一試験 ｛試験を免 査を諜 を課す
を課する 除する する を行う る
x × x x x 
x x x x × 
× × × × × 
× x × × × 
× x × x × 
x × × × × 
× × × × × 
x × x × × 
報
推薦入学
そ 募集人員
他の
x x 
× × 
× × 
× × 
× × 
× × 
× × 
× × 
tfi』335号
( 2 - 2) 
定員一部留 保第2次募集
帰会
の
国人
特
子等
別
女
選
の，
銭
た社め 入留学保定し，員
の
こ一れ
部につについて
い第てあ2次ら募か集じ
めを行これうを
実技 検査等 個別学力検
個別学 備 考
帰 中国 社 カ検査
第2次
実技検 面 接 小論文募 集 査等の 日程
国 引揚 を課す子 者等 メZ当玄' 査を課 を課す 人 員
女 子女 人
る する を行う る
x x x x x x × x 
x x x x × × × × 
3月15日（月）
× × × × × × × × 
× × × × × × × × 3月15日伺）
× × × × × × × × 
× × × × × × × × 
× × × × × × × × 3月15日開
× × × × × × × × 
- 1 1 -
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( 4 -1) 
大学入試 セ ン ター試 験で
入 学 志 願 者 に 解 答
さ せ る 教 科 ・ 科 目 名
5教科 5科呂
田
社〔倫，臼，世，地理， 現社から1〕（注1)
数〔数I〕
理〔物，化，生，地学，理Iから1〕（注3)
外〔英，独，仏から1)
3教科3科目
国
社〔倫，日，世，地理，現社から1〕（注1〕
外〔英，独，仏から1)
個 別 学 力 検 査 等
の 教 科 ・ 科 目 等
国（国I ，国II)
外 （「英E・英EB 」．独，朝，中，露からl ) 
小論文
小学校教員養成課程
養護学
校教員
養成課
程｜前
期 日
程 に
係 る
幼
稚
園
教
員
養
成
課
程
｜
一
般
選
抜
の
全
部
教
｜
情
報
教
宣
皇
室
目 中学校教員養成課程
（国語，社会，数学，理科，
家庭，技術，英語専攻） I A 日 程 に 係 る
育 ｜ 中学校教員養成課程i 一般選抜の全部
（音楽，美術，保健体育
専攻）
学
｜
中学校教員養成課程
（理科 専 攻） ' i推 薦 入 学中学校教員養成課程｜｜ （入学定員 50人中（ 美 術専攻） ｜ 
部
｜一一一一一 一一一 一＋ゃ ｜ 各専攻 2人〉
中学校教員養成課程 目
（家庭専攻）
！ 推 薦 入
学
情報
教育課 程｜I （入学定員40人中10人）
5教科6科目
国
社〔倫，日，世，地理，現社から1〕（注1)
数〔「数I」と「数E，工，簿からlj〕（注2)
理〔物，化，生，地学，理Iから1〕（注3)
外〔英，独，仏から1)
謀さない
国（国I，国II），数（代・幾，基解），外（英E・
英EB）からl
国（国I，国II），数（代・幾，基解），外（英H・
英E B）から1
志望専攻の実技
小論文
面接
実 技
面接
小論文
面 接
小論文
経済学科i昼間主経官学科コース
学済 夜間主
経
経 営済怯学
学 科
科
｜｜ 前 睦期 選日程誌 の
に 係全部
る
部 コ ース 経 営 科経営法学科
5教科6科目
国
社〔倫，日，世，地理，現社から1〕（注1)
数〔「数I」と「数E，工，簿から1」〕（注2)
理〔物，化，生，地学，型Iから1〕（注3)
外〔英，独，仏から1)
数（代・幾，基解），又は外（ 「英E・英E B J，独
から1 ) 
課さない
大学入試センター
試験 の利用方法
1.大学入試センタ一試
験 と個別学力検 査の配
点は，本要項の5 (10 
ページ）を参照するこ
と。
なお，人 文 学部の推
薦入学にあっては，12
ページを参照すること。
2.大学入試センター試
験の 「理科J について
は，（・注4〕を参照する
こと。
そ 他
σ3 
個別学力検査実施掛ヰ・
科目等の出題範囲等の詳
細は，本要項の4 ( 8ペー
ジ）を参照すること。
注1. 「 現代社会」を選択解答できる者は，高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外に限る。
注2. 「工業数理」又は「簿記会計l・簿記会計E」を選択解答できる者は，高等 学校において「工業数理」 又は「簿記会計I・簿記会計E」を履修した者及ひo文部大臣の指定を受けた専修学校 高等課程の学科の修了（見込み）
者にllRる。
注3. 「理科 I」を選択解答できる者は，高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外に限る。
注4.大学入試センター試験の「理科 」 について，複数科目を受験 している場合は高得点の科目を利用する。
注 5.個別学力検査等の日程は，教育学部中学校 教員養成課程 （連続方式A日程）を除色分離・分割五式前期日程である。
なお，推薦入学の入学定員は，当該日程の募集人員に含まれる。
-12 
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( 4 - 2) 
さ科等
一
答・名＼一解科目＼一に教＼一者る＼7』願せ＼」志＼町時学＼乱Hu－入＼問主、A
一 一 BE－－
、fx
－
＼部
制缶
、
－’’－nHV内国
： 
選 抜 の 対 象
大学 入試セ ン タ ー 試 験で
入 学 志 願 者 に 解 答
さ せ る 教 科 ・ 科 目 名
個 別 学 力 検 査 等
の 教 科 ・ 科 目 等
大学入試センター
試験 の利用方法
そ
の 他
経 済 学科 l
·- ＇ 昼間主 ｜ ｜推 薦 入 学経 ｜ ｜ 経 営 学 科 ｜弓 l コ ー ス ｜ ！（入学定員 385人中 30人）
済 ｜ ｜ 経営法学科
課さない
小論文
面 接会孟... 弓L 経 済 学科 l一
部 ｜ 夜間主｜経 営学科｜惟ース l ｜（入学定員60人中 20人）経営法学 科
学 科
薦 入 Aλ4 子
化 学 科
4教科5科目
国
数〔「数I Jと「数E」〕
理〔物，化，生，地学から1〕
外〔英 ，独，仏から1〕
数（代・幾，基解，微・積，確・統（統計は除く。））
数（代・幾，基解）
理（化）
数（代・幾，基解）
理（物，化，生， 地から1) 
数（代・幾，基解）又は外（英E・英EB) 
理（物，化，生，地から1)
数
理l生 物 学 科
数
5教 科6科目
国
社〔倫，日，世，地理 ，現社から1〕（注1) 
数（「数 I」と「数E」〕
理〔物，化，生，地学から1〕
外〔英， 独， 仏から1)
推 薦 入 学 ｜
科｜ ｜課さない（入学定員53人中 16人） ' 
数（代・幾，基解）
理（物）
1. 大学入試センター 試
験と個別学力検査の配
点は． 本要項の5 (10 
ページ）を参照するこ
と。
個別学力検査実施教科・
科目等の出題範囲等の詳
細は． 本要項の4 (8ペ
ジ）を参照すること。
学
地 球 科 学 科｜前 期 日 程 に 係 る」一 般 選 抜 の 全 部
物 理 学 科
部
A主4与尋二 面接（数学的思考力をみるための検査を含む。）
2. 大学入試センター試
験の「理科」について
は，（注4）を参照する
電 子情 報 工 学 科 4教科5科目
機械システム工学科
前 期 程 に 係 る
国
日 数〔「数I Jと「数日， 王， 簿から1 J〕（注2)一一ー一一一ーーー一一一世占ー一一一一一一 － －
工 ｜ 物 質 工 '*' 草寺 般 選 抜 の 全 部 理〔物， 化， 生， 地学， 理Iから1〕（注3)
化 学 生 物工 学 科 外〔英， 独， 仏から1)
数（代・幾，基解）
理（物）
こと。
数（代・幾，基解）
理（物，化から1)
E推 薦 入 学
学 ｜ 電子情報工学科｜
｜ （入学定員1 32人中 18 人）
｜ 推 薦 入 学機械システム工学科 ｜
｜ （入学定員101人中 13人）
部 「一一一一一一一一寸誰 語 丈一一手
物 質 工 学 科｜
｜ （入学定員 8 � 人中 12人）
｜ 推 薦 入 学
化 学 生 物工 学 科｜
｜（入学定員86人中 12人）
注1. 「現代社会」を選択解答できる者は，高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外に似る。
注2. 「工業数理」又は「 簿記会計I・簿記会計H」を選択解答できる者は，高等学校において「工業数理」又は「簿記会計I・簿記会計E」を履修した者及び文部大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込み）
者に限る。
注3. 「理科IJを選択解答できる者は，高等学校の普通科・理数 科の卒業（見込み）者以外に限る。
注4. 大学入試センター試験の「理科」について，複数科目を受験している場合は高得点の科目を利用する。
注5.個別宇）J検査等 の日程は，分離・分割五式前期日程である。
なお，推薦入学の入学定員は，当該日程の募集人員に含まれる。
小論文
謀さない 簡単なテスト（英語及び数学）
面接（基礎学力に関する試聞を含む。）
-13ー
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(2) 後期日程
＼、〈入学志願者に解答さ
＼＼＼ せる 教科 ・ 科
＼＼＼ f日名等学部（学科， ＼＼＼ 耕平， ‘攻等）名 ＼＼ 
選 抜 の 対 象
大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験で
入 学 志 願 者 に 解 答
さ せ る 教 科 ・ 科 目 名
( 4 - 3) 
個 別 学 力 検 査 等
の 教 科 ・ 科 目 等
大 学入 試セ ン タ ー
試 験 の 利 用方法 の
山山
そ
人｜人 文 学 科
5 教科 5 科目
国
社〔倫， 日， 世， 地理， 現社から1〕（注1)
数〔数I〕
理〔物， 化， 生， 地学， 理Iから1〕（注3)
外〔英， 独， 仏から1)
文学
後 期 日 程 に 係 る
一 般 選 抜 の 全 部 ｜文学科｜ ｜ 部｜語 学
課さない
小学校教員養成課程
教
5 教科6科目
国
社〔倫， 日， 世， 地理， 現社から1〕（注1)
数〔「数I」と「数E， 工， 簿から1」〕（注2)
理〔物，化，生， 地学， 理 I から1〕 （注 3)
外〔英， 独， 仏か ら 1)
育 ｜
養護学校教員養成課程
｜｜ 後 期 日 程 に 係 る
学｜幼稚園教員養成課程｜一 般 選 抜 の 全 部
部「一一
情報教育課 程
実技（音， 美， 体から1)
小論文
1 . 大学入試センタ ー 試
験 と 個別学力検 査 の 配
点は，本要項の 5 (11 
ペ ー ジ ） を参照 すrるこ
と。
係 る
全 部！I 6 教科6科目
国
社〔倫， 日， 世， 地理， 現社から1〕（注1)
数〔「数I」と「数E， 工， 簿からl J〕（注2 )
経
民
間 ｜経 済 学 科
主 ｜ 経 営 学 科コ ｜
I I 経営 法 学 科
ス
3 教科 3 科目
国
社〔倫， 日， 世． 地理． 現社から1〕l （注1)
数〔数I〕 jから1
外〔英， 独， 仏から l 〕済
後 期 日 程 に- --1－－－ーーーーー』ーーーーーーー－－！
般 選 抜 の川子
手小’壬R1学学済営経
夜 間 主コ
部
I I経営法学科
ス 理〔物， 化， 生， 地学， 理Iから1〕（注3)
外〔英， 独， 仏から1)
個別学力検査実施教科・
科 目 等の 出題範 囲等の詳
細は， 本要項 の 4 ( 8ペ ー
ジ）を参照す ること 。
外 （英E ・ 英EB) l英語読解力 （ 和文章を出題し その寸
などを述べさせる。）
2. 大 学入試セ ン タ ー 試
験の 「理科Jについ て
は，（注4）を参照する
こと。
課さない
住1. 「現代社会」を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外に限る。
注2. 「工業数理」又は 「簿記会計 I ・ 簿記会計E Jを選択解答で き る者は，高等学校 に お いて 「工業数理 」 又は 「簿記会計 I ・簿記会計E」 を履修 し た者及び文部大 臣の 指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了 （ 見 込み）
者に限る。
注 3 . 「理科I」を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外に限る。
注4. 大学入試セ ン タ ー試験の「理科」について， 複数科目を受 験してい る場合は高得点の科目を利用する。
也 5 . 個別学力検査等の日程は， 分離 ・ 分害！Jh"式後期日程で あ る 。
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( 4 - 4 )  さ控
寺
＼
答
・名
＼
解 科
目＼
に教
＼
者
る
＼
Y3
願せ
＼4
志引 学
＼
・ 基 H
日 明
入
＼料
品 引
、
，，E、
； ＼部
程
＼学課
選 抜 の 対 象
大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 で
入 学 志 願 者 に 解 答
さ せ る 教 科 ・ 科 目 名
4 教科 5 科目
国
数 〔「数 I J と 「数 E 」〕
理 〔物， 化， 生， 地学か ら 1 〕
外 〔英， 独， 仏か ら 1 )
個 別 学 力 検 査 等
の 教 科 ・ 科 目 等
大 学 入 試 セ ン タ ー
試 験 の 利 用 方 法
そ の 他
数
学 科
物 理 学 科
5 教科 6 科 目
国
社 〔伶， 日 ， 世， 地理， 現社か ら l 〕 （注 1 )
数 〔「数 I 」 と 「数 E 」〕
理 〔物〕
外 〔英， 独， 仏か ら 1 )一一一一一一一一一 一一一一一一一ー ーー ー 一一－T一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
3 教科 4 科 目
課
さ
な
い
理
」
ー
一 般 選 抜 の 全 部
数 〔数 I j と 「数 E J〕
理 〔物， 化， 生， 地学か ら l 〕
外 〔英， 独， 仏か ら 1 )
小論文 （化学に関す る も の）
1 . 大学入試 セ ン タ ー 試
験 と 個別学力 検査 の 配
点は， 本要項の 5 ( 11 
ペ ー ジ） を参照す る こ
と。
個別学力検査実施耕ヰ ・
科 目 等 の 出題範 囲 等 の 詳
細 は， 本要項の 4 ( 8 ペー
ジ） を参照す る こ と 。
後 期 日 程 に 係 る
学 ｜ 化
学
科
生 物 学 科
4 教科 5 科 目
国
数 〔「数 I j と 「数 E 」〕
理 〔物， 化か ら 1 〕
外 〔英， 独， 仏か ら 1 )
2 . 大学入 試 セ ン タ ー 試
験の 「理科」 に つ い て
は． （注 4 ） を参照す る
こ と 。部 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿_, 課 さ な い
地 球 科 学 科
2 教科 3 科 目
数 〔「数 I J と 「数 JI J〕
理 〔地学〕
工 ｜ 電 子 情 報 工 学 科 』山 ｜ 機械 シ ス テ ム 工 学 科 ｜ 後 期 日 程 に 係 る
: 1 物 質 工 学 科 ｜ 一 般 選 抜 の 全 部即 l 化 学 生 物 工 学 科
4 教科 5 科目
国
数 〔「数 I J と 「数 日 ， 工， 簿か ら 1 」〕 （註 2 )
理 〔物， 化， 生， 地学， 理 I か ら 1 〕 （注 3 )
外 〔英， 独， 仏か ら 1 )
課
さ
な
い
注 1 . 「現代社会」 を選択解答で き る 者は， 高等学校の普通科 ・ 理数科の卒業 （見込み） 者以外に 限 る 。
注 2 . 「工業数理」 文 は 「簿記会計 I ・ 簿記会計 H 」 を選択解答で き る 者は， 高等学校に お い て 「工業数理」 文 は 「簿記会計 I ・ 簿記会計 E 」 を履修 し た者及ひ’文部大臣の指定を受け た専修学校高等課程の学科の修了 （見込 み）
者に限る。
注 3 . 「理科 I J を選択解答で き る 者は， 高等学校の普通科 ・ 理数科の卒業 （見込み） 者以外に限る。
注 4 . 大学入試セ ン タ ー試験の 「理科j につ いて， 複数科 目 を受験 し て い る 場合は高得点の科 目 を利用する。
注 5 . 個別学力検査等の 日 程 は， 分離 ・ 分割方式後期 日 程であ る。
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4 . 平成 5 年度 富 山大学入学者選抜個別学力検査実施教科 ・ 科 目
学部（学科・
課程〉 名
日
程
区
分 等
数同ロ
ザ斗・
人 文 学 部
小 学 校 教 員
養成課程
養護学校教員
養成課程
幼 稚 園 教 員
養成課程
教 育
中 学 校 教 員
養成課程
国語， 社会，
数学， 理科，
家庭， 技術，
英語専攻
学 部
中 学 校 教 員
養成課程
音楽， 美術， l
保健体育 ｜ 
専攻j
経済学部 理 a弘主．7- 部
情報教育課程 ｜ 昼間主 コ ー ス ｜ 数 学 科 ｜ 物 理 学 科 ｜ 化 学 科 ｜ 生 物 学 科 ｜ 地 球 科 学 科
工 学
電 子 情 報
工学科
機械 シ ス テ ム
工学科
部
物質工学科
化 学 生 物
工学科
出題
教科 ・科目名 語 1 �§： 1 :: 1 �§＝ 1 �： 1 �日： 1 �： 1 �§： 1 :: 1 :§: 1 :: 1 ：目： 1 �百 I �日： 1 :: 1 :§: 1 :: 1 ：目： 1 :: 1 :§: 1 :: 1 ：目： 1 :: 1 :§: 1 :: 1 ：日3
適 用
一 国 語国 語 i 一 一
国 語 E
代数 ・ 幾何
基 礎 解 析
， 代数 ・ 幾何
数 学 l
’
基
礎
解
析
微分 ・ 積分
確率 ・ 統計
物 理
a 化 学• I 理 科 ！’ 生 物
地 学
英 語 II I 0 
英 語 E B I  0 
・e ,/ 、、I 宝五 I I\ 
外国F I . • P口 I '--' 
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同一試験時間内 に解答 さ せ る。
同一試験時間内 に解答 さ せ る。
同一試験時間内に解答 さ せ る 。
「確率 ・ 統計J の う ち統計は除 く 。
同一試験時間内 に解答 さ せ る。
ー 同一試験時間内 に 解答 さ せ る。
圭｜）
4 
。 O一o
区。
1 
備 考 1 .  ＠は必ず受験 し な ければな ら な い科 目 を. oは選択科 目 を示す。
2. 教育学部の実技検査の内容につ い て は， 本要項の 9 ペ ー ジ を参照の こ と 。
3 . 経済学部 「夜間主 コ ー ス」 に つ い て は， 伺別学力検査を課 さ な い。
1 
。ト一一一一一 1 
2 
6 6 3 3 8 I 3 
。
3 3 4 3 3 3 6 3 
2 
2 
。 1 
1 
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5 . 大学入試セ ン タ ー試験及 び個別 学力検査の配点
(1） 前期 日 程 ・ A 日 程
日 区 よお竺？ 区 分 国語 社会 数学 理科 外国語 実技 小論文 小計 合計程分 検査
大学入試セ ン タ ー試験 100 100 100 100 100 500 
人 文 AザUー 部 900 
目I) 個 別 学 力 検 査 200 200 400 
期 小学校 教 員 養 成 課 程
日 大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 養護学絞教員養成課程 1 i .000 
程 教 幼 稚 園 教 員 養 成 課 程
個 別 学 力 検 査 (200) (200) (200) 200 
育
情 報 教 育 課 程・ ・・・ ・ ・・ ・ ・・. . ・ － - -- - －・p・. . ・－－， ． -- － ・． ． ・．． ．．
中学校教 員 養 成 課 程 大学入試セ ン タ ー 試験 200 100 200 100 200 800 
A －ρf ゐ l：語 社会 数学 理：l 1 ,200 
日 庭． 校術， 英語専 個 別 学 力 検 査 (400) (400) (400) 一 一 400 
部 ・・ ー ー ・ 4・ ...・ ー ー ・ ，
中 学 校 教 員 養 成 課 程 大学入試セ ン ター 試験 200 100 200 100 200 800 
程
1 ,200 〔音楽， 美術， 保健体精卵 個 別 学 力 検 査 400 400 
スコl 昼主間
経 済 学 科 大学入試セ ン タ ー試験 100 50 100 50 100 
経 経 営 学 科 700 
｜ 済 経営法学科 個 別 学 力 検 査 (300) (300) 300 ・－ － － － －－－・ ・・ －－ -- ·· . ・・ ・ -- . ，ー． ． ．
，で泌F4与
スコl 夜主間
経 済 学 科 大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 
部 経 営 学 科 800 
前 経営法学科 個 別 学 力 検 査
大学入試セ ン タ ー試験 100 100 100 200 500 
i 数
A十比 科 1,000 
個 別 学 力 検 査 500 500 
期 ． ， ．． ・ ．．． 4・ー ・ ・， .. .』・ . . . ・ ，，，， －・・ ... 晦 司ト ，．
理 大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 
物 理 学 科 1 ,400 
個 別 学 力 検 査 200 400 600 .由『. .. . ー －－ － －－ ー . . . .・ ・ ． －・．．
i 700 i 日 大学入試セ ;t � －�験 200 200 戸子主＂ 化 Aチ"" 科 1 , 100 
個 別 学 力 検 査 200 200 400 
I t・ … －ーーー ・e・a ・... 噌 ’ . .. • a』噌・ ， ．
大学入試セ ン タ ー試験 200 ! 200 100 200 700 
程 部 生 物 学 科 1,200 個 別 学 力 検 査 200 300 500 ー・．． －・．．．
大学入試セ ン タ ー試験 100 200 100 200 600 
地 球 科 学 科 (200) (200〕
1 ,000 
個 別 学 力 検 査 200 - I 400 
｜ 大和 ト 試験 100 100 100 400 
工 A弓't
部 個 別 学 力 検 査
800 - 200 200 400 
（泊 1 . 配点の （ ） は， 選択教科を示す。
2 . 理学部数学科の個別学力検査 「数学」 の配点 は， 「代数 ・ 幾何， 基礎解析」 200点 と 「代数 ・ 幾何， 基礎解析． 微
分 ・ 積分， 確率 ・ 統計 （統計 は除 く 。 ）」 300点 と で合計500点であ る 。
司t
平成 4 年 7 月発行 品叫ザー 報 第 335号
(2) 後期日程
程日分区 学
＼部＼（＼学＼科＼・課k雇ト教－
科ー
＼
等マ 円区日 分μ八 国語 社会 数学 理科 外国語
検査
小論文 小計 合計
！ 大学入試セ ンター試験 100 100 100 100 100 500 
人 文 学 部 500 個 別 学 力 検 査 一 一 一 一 一 一 一 一
教 小学棚制程 大糊セ ンター試験 200 200 200 200 200 i .ooo I 育 養護学校教員養成課程 i 1 ,200 
学 幼稚 園ー 教 員 養 成 課 程 個 別 学
ー
力 検 査 一 一 一 一 一 200 .j. - l 200 
大学入試セ ン タ ー試験 200 200 200 I 200 200 ! J ,000 情 報 教 育 課 程 I 1 ,400 
｜ 部 ！ 個 別 学 力 検 査 一 一 一 一 一 一 400 400 
後
言主 経 済 学 科 時入試セ ント試験 200 （附 （附 一 200 500 
経
コ 経 営 学 科 600 
l 経営法学科 個 別 学 力 検 査 一 一 一 - 100 一 一 100 済 ス
期 ：十掌
部
｜｜
｜
夜閉
吉
経
経宮
古 学
学
科
科
大学入京セけ 調 2CO 1 00 2叩 l叩 I 2曲 曲。
醐l
経営法学科 個 別 学 力 検 査 一 一 一 一ス ｜
大学入試セ ント試験 200 - 200 100 200 700 
回 数 学 科 700 
個 別学 力 検 査 一 一 一 一 一 一 一 一
大学入試セ Yタ ー試験 200 100 400 200 I 200 1 , 100 
理 物 理 学 科 i 1 , 100 
個 別 学 力 検 査 一 一 一 一 一 一 一 一
I 問ザ試験 一 一 200 200 200 600 程 学 I 化 学 科 個 別 学 力 検 査 一 一 一 一 一 - 400 400 l , OOO 
大学入試セ ン タ ー試験 200 - 200 200 200 800 部
生 物 学 科 800 
個 別 学 力 検 査 一 一 一 一 一 一 一 一
鮮入試セ ンタJ誠 一 一 100 400 一 ｜ t l 50 
i 地 球 科 学 科 I 
I soo 
I ! ｜ 個 別 学 力 検 査 一 － ， ー I － ！ 一 一 一
大学入試セ ン タ ー試験 100 - 300 300 ioo soo 
工 学 部 800 
個 別 学 力検 査 ｜ 一 一 一
回 配点の （ ） は， 選択教科を示す。
no －－
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6 . 特別選抜方法
7. 身体に障害 を 有する志願者との事前協議
8 . 私費外国人留学生選抜の概要
9 . 学生募集要項 （細 目 ） の発表
1 0. 学生募集要項の請求方法
1 1 . 大学案 内 の請求方法
（省略）
以 上
平成 4 年度 富山大学公開講座
平成 4 年度本学 に お け る 公開講座 は、 次の と お り 教養講座 2 講座及びス ポ ー ツ 講座 1 講座 （ 3 コ ー ス ） が実施さ れま す。
（趣 旨）
1 . 「環 日本海時代を考え る 」
（開 設 期 間）
（ 開設 日 数 ・ 時間帯）
（募 集 人 員）
（会 場）
料）（受 講
（受 講 内 容）
ソ 連崩壊に至る最近の国際情勢の激 し い変化の な かで、 我が国で は 日 本海沿岸諸国 と の関
係が一層重要度を増 し て い る 。
富 山 に お い て も 、 沿岸地域 と の交流への期待が非常に高ま っ てい る 。 こ う し た現実を踏ま
え、 沿岸諸国、 地域の政治、 経済、 歴史、 文化、 自 然等様々 な 分野の問題につ いて考え る 。
平成 4 年 9 月 26 日 （土） ～11月 7 日 （土）
6 日間 毎週土曜日 13時～17時30分
75名
富山大学黒田講堂
6,480円 （ 今年度は、 受講生に対 し受講料の全額が、 制富山県高等教育振興財団 か ら 助成 さ
れ ま す。 ）
回数 期 B 講 座 題 目 講 師 氏 名 所属 ・ 職名
9 月 26 日 出
環 日 本海時代 と 国際交流 中 藤 康 俊 経 済 学 部 教 授
1 
北方領土の問題 鹿 島 正 裕 金沢大学法学部教授
10月 3 日 出
中国の地方演劇文化に つ い て 磯 部 t早／，そ 人 文 学 部 助 教 授2 
ロ シ ア は ど こ へ ？ 藤 井 一 行 人 文 学 部 教 授
10月 17日同
極東 ・ シ ベ リ ア の近代史 吉 田 俊 則 教 養 部 助 教 授
3 
日 本人 と 韓国 ・ 朝鮮人 一 相互交流 と こ れか ら の課題 一 飯 田 剛 史 経 済 学 部 教 授
10月 24 日 出
朝鮮の文字文化 と 日 本 藤 本 幸 夫 人 文 学 部 教 授
4 
ロ シ ア の再生可能性につ いて 森 岡 裕 経 済 学 部 助 教 授
10月 31 日 凶
日 本海 と そ の周辺の 自 然 藤 井 昭 二 教 養 部 教 授5 
雪氷を中心に し た北方圏の問題 封 馬 勝 年 理 学 部 教 授
11月 7 日 凶
環 日 本海の淡水魚 田 中 Z日m. 教 育 学 部 教 授
6 日本海の成因を中心に したパイ カ ル湖を含む極東の断裂系 竹 内 彰 教 養 部 助 教 授
（備 考） ① 本講座は県民カ レ ッ ジ と 連携 して い ま す。
② 本講座の修了者は希望に よ り 、 県民 カ レ ッ ジ の単位が認定 さ れ ま す。
nu 
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（趣 旨）
2 .  
「情報
空間
体験
講座
ー遊び
か ら 創
造ヘ
ー 」
（開 設 期 間）
（ 日 程 ・ 開 講 時 間）
情報技術の め ざ ま し い進歩は、 私た ち の 日常生活か ら社会や文化 ま で様々 な形で影響を及
ぼ し て き て い ま す。 本講座では、 こ れ ら の情報技術を 「 コ ン ピ ュ ー タ と 電子出版」 、 「 コ ン
ビ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス 」 、 「 コ ン ビ ュ ー タ と 音楽」 、 「 コ ン ビュ ー タ と制御」 、 ！ 「ハイ パ ー
メ デ ィ ア」 等に分け、 体験的学習を通 し て最新の技術の一端を知 っ て ら ら う と 同時に、 こ れ
ら を活用 し た望 ま し い情報化社会の在 り 方につ いて考え る 。
平成 4 年 8 月 10日 （月 ） ～ 8 月 31 日 （月 ） の下記 日 程の 8 日 間
lム竺
8 /10  （月） 8 /17 （月） 8 ／印 刷 8 /2 1 幽 8 /24 （月） 8 /26 側 8 /28 幽 8 /31 （月）
18 : 00～ 18 : 00～ 18 : 00～ 18 : 00～ 18 : 00～ 18 : 00～ 18 : 00～ 18 : 00～ 
情報空間
20 : 30 20 : 30 20 : 30 20 : 30 20 : 30 20 : 30 20 : 30 20 : 30 
体験講座
2 時間30分 2 時間30分 2 時間30分 2 時間30分 2 時間30分 2 時間30分 2 時間30分 2 時間30分
（受 講 対 象 者）
（募 集 人 員）
（会 場）
（講 師）
（受 講 料）
（備 考）
3 . 健康 ・ スポー ツ教室
（趣
市民一般 （ コ ン ビ ュ ー タ に関す る予備知識 はな く て も可）
20名
富山大学教育学部附属教育実践研究指導セ ン タ ー
教育学部教授 山西 潤一、 教育学部教授 穴山 彊、 教育学部助教授 大森 克史、
教育学部助教授 吉田 雅巳、 教育学助教授 向後 千春
5,560円 （今年度は、 受講生に対 し受講料の全額が、 働富山県高等教育振興財団か ら 助成 さ
れ ま す。 ）
① 本講座は県民カ レ ッ ジ と 連携 し て い ま す。
② 本講座の修了者は希望に よ り 、 県民 カ レ ッ ジ の単位が認定 さ れ ま す。
旨） 市民の 健康 ・ ス ポ ー ツ に対す る 関心を高め普及す る た め、 硬式テ ニ ス 、 ジ ョ ギ ン グ ・ ラ ン
ニ ン グを選んで、 そ れぞれ専門的な理論， 実設の指導を行 う 。
（開設 コ ー ス ・ 募集人員 ・ 受講対象者）
開 設 コ ー ス 募 集 人 員 受講対象者
硬 式 テ ニ ス コ ー ス
30 名 初心者男女
20 名 初級者男女
ユノ ヨ ギ ン グ ． 
ラ ン ニ ン グ コ ー ス
20 名 市 民 一 般
（開 設 期 間）
・ 硬式テ ニ ス コ ー ス
※ 初心者 ： 初め て ラ ケ ッ ト を持つ人
初級者 ： ダ ブル ス の ゲ ー ム が少 し で き る程度の人
平成 4 年 8 月 25 日 （刈～ 8 月 31 日 （月）の下記 日 程の 7 日 間 （初心者 コ ー ス ）
平成 4 年12月 21 日 （月）～12月 25 日 幽の下記 日 程の 5 日 間 （初級者 コ ー ス ）
平成 4 年 8 月 17 日 （月）～ 9 月 5 自 国の下記 日 程の 9 日 間・ ジ ョ ギ ン グ ・ ラ ン ニ ン グ コ ー ス
nu nノ臼
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（ 日 程 ・ 開 講 時 間）
ご〉ご1 8 /25（火） 8 /26（水） 8 /27休） 8 /28幽 8 /29出 8 /30（日） 8 /31 （月）
18 : 00 1 8 : 00 1 8 ・ 00 18 ・ 00 18 : 00 18 00 18 : 00 
硬 式 テ ニ ス ～20 : 00 ～20 . 00 ～20 ・ 00 ～20 . 00 ～20 . 00 ～20 . 00 ～20 : 00 
初 心 者 コ ー ス 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間
ご〉ゴ1 12/21（月） 1 2/22（火） 1 2/23（水） 1 2/24（木） 12/25幽
18 00 1 8 . 00 18 : 00 18 . 00 18 : 00 
硬 式 テ ニ ス ～21 00 ～21 . 00 ～21 00 ～21 ・ 00 ～21 : 00 
初 級 者 コ ー ス 3 時間 3 時間 3 時間 3 時間 3 時間
ご〉ゴ1 8 /17（月） 8 /19（水） 8 /2 1(金） 8 /24（月） 8 /26附 8 /28（鉛 8 /31 （月） 9 / 3 （木） 9 / 5 出
18 : 00 18 00 18 00 18 00 18 00 18 00 18 : 00 18 ・ 00 16 00 ジ ョ ギ ン グ ・
～20 : 00 ～20 00 ～20 00 ～20 00 ～20 . 00 ～20 00 ～20 . 00 ～20 00 ～20 00 
ラ ン ニ ン グ コ ー ス 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 4 時間
（会 場） － 硬式テ ニ ス コ ー ス 富山大学軟式テ ニ ス コ ー ト
富山大学第 1 体育館
・ ジ ョ ギ ン グ ・ ラ ン ニ ン グ コ ー ス 空港ス ポー ッ緑地陸上競技場他
（受 講 料） ・ 硬式テ ニ ス コ ー ス 4 , 630円
・ ジ ョ ギ ン グ ・ ラ ン グ ン グ コ ー ス 5,560円
（講 座 内 容）
【硬式 テ ニ ス コ ー ス 】 講師 ： 教養部助教授 北 村 潔 和、 教養部講師 鳥 海 清 司
テ ニ ス の基本技術 と ダ ブルゲー ム の し か た 。
【 ジ ョ ギ ン グ ・ ラ ン ニ ン グ コ ー ス 】 講師 ： 教育学部教授 山 地 啓 司
生涯 ス ポ ー ツ と し ての ジ ョ ギ ン グ ・ ラ ン ニ ン グの特色を理解 さ せ、 健康や体力の維持増進の た め の安全で楽
し い ジ ョ ギ ン グ ・ ラ ン ニ ン クーを創 る具体的方法につ いて実践指導す る 。
（備 考） ① 本講座 は県民 カ レ ッ ジ と 連携 し て い ま す。
② 本講座の修了者は希望 に よ り 、 県民 カ レ ッ ジ の単位が認定 さ れ ま す。
平成 4 年度 富 山 大学 リ カ レ ン ト 学習 コ ー ス
『 ビ ジ ネ ス マ ン の た め の情報科学』
（ 趣 旨 〉 富山大学で は 、 社会人 ・ 職業人を対象 と し た ハ イ レ ベ ルの 学習 講 座 「 ビ ジ ネ ス マ ン の
た め の情報科学」 を 開講 し ま す 。
こ の講座 は 、 今 日 の産業構造や就業構造 な ど の急激な変化や急速 な 技術革新 に 対 応 す
る た め 、 高度で実践的 な 学習 の 機会が求め ら れ て お り 、 こ の よ う な 社 会 的 な ニ ー ズ に 応
え る た め 、 本学 の施設 と 教職員 に よ り 学習 の機 会 を 提供す る も の で す 。
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リ カ レ ン ト （RECURRENT） は 『回帰』 を意味 し ま す。 「 リ カ レ ン ト 学習」 は 、 既 に 学
校教育を終え ら れて社会で活躍 さ れて い る 社会人 ・ 職業人が最新 の知識 や高度 な 技術 の 習 得
を求め、 旺盛な学習意欲に燃え て 、 再び教育の場に戻 っ て学習 さ れ る こ と を意味 し ま す。
なお、 こ の学習 コ ー ス は、 文部省か ら富山地域 リ カ レ ン ト 教育推進協議会 が委嘱 を 受 け 実
施さ れ る も のです。
（学習 コ ー ス の内容 〉 今 日 の職場 に お い て は、 コ ン ビ ュ ー タ ー を抜 き に し て業務の成立は考え ら れ ま せん。 本 コ ー
ス で は、 先ず通常の業務に必要な報告書や資料作成の基本につ い て 学習 を行 い 、 次 い で 、 大
型 コ ン ビ ュ ー タ ー を用 いて デー タ ベ ー ス の利用や、 経営管理を科学的 に 考 え る 統計 ・ 予測 ・
数理計画等の高度な手法を実習を通 して習得 し ま す。
（ 開 設 期 間 〉 平成 4 年 7 月 20日 （月 ） ～ 7 月 24 日 （金） の 5 日 間
（ 会 場 〉 富山大学情報処理セ ン タ ー
（ 募 集 人 員 ） 20人
（ 受 講 料 ） 10,000円 （ な お、 実費 と し て教材費1 ,000円程度徴収 し ま す。 ）
（ 学習 コ ー ス 日 程 ）
回 時 て守日
7 .  20 （月 ）
1 I 10 : 00～12 : 00 
13 : 00～17 : 00 
7 .  21 （火）
2 1 10 : 00～12 : 00 
13 : 00～17 : 00 
7 .  22 （水）
3 1 10 : 00～12 : 00 
13 : 00～17 . 。。
7 .  23 （木）
4 I 10 : oo～12 : 00 
13 : 00～17 : 00 
講 義 講師 （職 ・ 氏名 ） ｜ 時 間 数
工学部教授
山淵 龍夫
経済学部助手
上木 佐季子｜ 実習 4 
般若 裕子 ｜ 
一工学部教授一 一
一一一一
｜
山淵 龍夫 ｜ 講義 2 
経済学部助手
上木 佐季子｜ 実習 4 
般若 裕子 ｜ 一一一一一経済字部助教授 一一1
太田 雅晴 ｜ 講義 2
経済学部助手
上木 佐季子｜ 実習 4 
般若 裕子 ｜ 
一経済学部
教授 ... ・ e ・ T
中島 信之 ｜ 講義 2 
経済学部助手
上木 佐季子 ｜ 実習 4 
般若 裕子 ｜ 
工学部助手 ｜ 
高井 正三 ｜ 講義 2
経済学部助手
上木 佐季子 ｜ 実習 4 
般若 裕子
－ア
ビ ジ ネ ス マ ン のための
コ ン ビ ュ ー タ 一入門
一 大型 コ ン ビ ュ ー タ ー の使用方法 一
講義 2 
パー ソ ナ ル ・ コ ン ビ ュ ー タ ー
に よ る 経営資料の作成
ー ロ ー タ ス 1 - 2 - 3 .
d BA S E  E， 一太郎
戦略的O A ツ ー ル と し ての
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ・ シ ス テム
ーノ f ソ コ ン に よ る ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ・
シ ス テ ム の作成 一
経済学 に お け る フ ァ ジ ィ 理論
数理計画／プ ロ ジ ェ ク ト 管理
一 L P , P E R T/C PM-
法一方L用Q使SのIスと一SべDタ／一L
デQ型S話一4 叶 ，古 Anunu nUAU
金
2
7
4
～
～ 
司4nvnU
内UnHV
マ，
nHv
n4U
唱目目且． 4EEE3 
計 5 回 計30時間
（ そ の 他 〉 所定の時間を受講 し た場合は、 修了証書を交付 し ま す。
平成 4 年度 国際研究集会派遣研究員の決定
部 局 名 職 名 氏 名 研 究 集 会 名 開催期間 開 催 地
平成
理 学 部 助 教 授 東 川 和 夫 複素解析に関す る研究集会 4 .  10. 5 ワ jレ シ ヤ ワ
4 .  10. 16 （ ポ ー ラ ン ド ）
つ臼つ臼
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短期在外研究報告 （ ド イ ツ ）
教育学部助教授
平成 3 年度文部省短期在外研究員 と し て 、 ド イ ツ の
J r ド ヴ ヒ ス ブ ー ー を 行 つて き た 。 目 的 は 、 旧東 ド イ ツ の ラ イ プ ツ ィ ッ ヒ 体 育 大学 の マ イ ネ ル と シ ュ ナ ー ベ ル教授 に よ っ て提唱 さ れ た動作学が、 西欧諸国の大学、 と り わ け 旧西 ド イ ツ の 大
・l 学で ど の よ う に 扱 わ れ発展 さ せ て い る か 、 ま た 、 東 西｜ ド イ ツ が統 合 し て 以来、 西 ド イ ツ の体育科教育 の 事 情
が ど の よ う に 変化 し た か な ど に 関す る 情報収集 と い う
d こ と に あ っ た 。
私 が ル ー ド ヴ ィ ッ ヒ ス ブ ル グ教育大学 を選 ん だ 理 由
は、 私 の 所属 す る 富 山大学教育学部か ら 、 毎年 公 費 留
学生を送 っ て い る の で 、 学生を通 し て あ ら か じ め こ の
教育大学 の 情 報 を 得て い た こ と 、 外国人留学生担 当 の
シ ュ ト ラ オ ホ 教授 に お 会 い し た い こ と 、 な ど の 事 情 も
・1 あ っ た 。
東西 ド イ ツ 統合 は 、 動作学研究 に も か な り の 影 響 を
d 及ぼ し た と い う の が実態で あ っ た 。
ま ず、 大学都市で あ る チ ュ ー ビ ン ゲ ン の 大 き な 書 店
は で き な か っ た こ と 、 書店の主人 に 聞 い た と こ ろ ラ イ
プ ツ イ ッ ヒ の 書店 に も 書架 に は 並ん で い な い だ ろ う と
の こ と で あ っ た が実際 そ の と お り で あ っ た 。
元来、 動作学 は そ の意味論 を 中心 に 、 運動学 習 を 人
間の基本的 な 能力 で あ る 協応能 と い わ れ る 神経系 メ カ
ニ ズ ム 向 上 の 学習 と し て位置付 け さ れて き た c し た が っ
て 、 そ の研究 は、 運動学習 に 関連す る ひ と の 内 部 メ カ
l ニ ズ ム や そ の 発達論、 ま た 、 内 部 メ カ ニ ズ ム に 目 を 向
fこ 。
動作学習 や ス ポ ー ツ 指導 の具体的方法 は、 あ ら か じ
指導す る と い う も の で あ っ た が 、 こ の 成果 は ス ポ ー ツ
の世界で、 旧 東 ド イ ツ が数多 く の 国際大会上位入 賞 を
果 た す な どで実証 さ れて い る か に み え た 。 そ の た め 、
近年西欧諸国の ス ポ ー ッ 指導の研究 に も か な り の影響
を 及 ぼ し た 事実が あ る だ け に 、 今回の発見は意外で あ っ
た 。 ト レ ー ニ ン グ方法や ス ポ ー ツ 教育の方法論 と し て
山 下 三 郎
イ ネ lレ博士 ら に よ る ひ と の運動 の本質論的追求 を 内 容
と す る 研究が、 方法論的研究 に 変革 さ れ た と い う 見 方
を す る こ と がで き る と 考え る こ と がで き る 。
次 に は 、 旧西 ド イ ツ に お け る 大学の研究者で 、 過 去
に こ れ を学ん だ こ と の あ る と い う 研究者 に は か な り 多
く 出会 っ た が 、 最近 で は ほ と ん ど こ の 領域 の研究 を 専
門分野 と す る 研究者が 、 少 な く な っ た と い う こ と で あ
る 。 こ の 傾 向 は 、 旧東 ド イ ツ の ラ イ プ ツ イ ッ ヒ や マ ク
デ プ Jレ ク の大学を訪問 し た 際 に も 、 同 様 の 気配で あ っ
た 。
... ルー ド ヴ ィ ッ ヒ スブル グ教育大学の体育の授業風景
ル ー ド ヴ ィ ッ ヒ ス ブ Jレ グ教育大学で は 多 く の 情報 を
得 る こ と がで き た 。 一昨年ま では、 当該大学教官に よ っ ｜
て実施 さ れ て い た 動作学研究や授業 は、 旧東 ド イ ツ の ｜
研究者を招 い て の集中講義 に 切 り 替 え ら れて は い たが、 i : - :
実際 の授業や研究の実態 は 、 従来、 動作学 と 最 も 関 連
が深 い と さ れ て い る 体操 ・ ダ ン ス 、 機械運動の 領域 に ｜：
と ど ま ら ず、 球技の指導 に お い て さ え も 、 今で も なお、
動作学的 な 方法 に よ る 実践 が採 ら れて い る 、 と い う 事 i
実があ っ た 。 体育教育即 シ ュ ポ ノレ ツ 教育 と い う 理念 上 ｜
の 変 化 が あ る に も かか わ ら ず、 単 に形式的 な ス ポ ー ツ ｜
指導 に 偏 す る こ と な く 、 学習者の心理的発達や 神 経 的
発達 に対応す る き め の 細 か い授業方法の 研究 が
行 わ れて い る よ う で あ っ た 。 と り わ け 、 ラ イ ブ レ ボ ル
ド ン 教授 の体操 ・ ダ ン ス の 研究 は、 極め て示唆 に 富 ん
だ情報 を 提供 し て く れ た 。 今 日 、 我が国 に お い て エ ア
円δっ“
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ロ ビ ク ス ダ ン ス 教室 な ど、 体操教育が学校 を離 れ 、 ス
ポ ー ツ 産業 に ゆ だ ね ら れ興隆を示す に つ け 、 や や も す
る よ う に み え る 現実 を 、 向 と か打開 さ せ る た め の 研 究
が要請 さ れ て い る が、 ラ イ ブ レ ボ ル ド ン教授の研究は、
こ の要請 に十分応えて く れ る 内容を包含す る も ので あ っ
た 。 ア ー ノ ル ド 教授 は 、 球技領域全般 を授業 や 研 究 の
領域 と す る も の で あ っ た が 、 教員養成学部 に お け る 体
育科教育 を 担 当 す る 私 に と っ て 、 広範 に わ た る 教 材 に
共通す る 特性 と 、 そ の教授内容を特定 す る 研究方 法 の
示唆 を受 け る こ と がで き た 。
ま た 、 メ ッ ツ ガ ー 教授の教育実習 （教授が学生 と と
も に 附属学校 に 出 向 き 、 直接学生指導 を す る 。 ） は 、
教育実習改善研究を ー研究領域 と す る 私 に と っ て 、 大
・l 変 よ い 情報 を 得 る こ と に な っ た 。 大学の 時間割 に 組 み
込 ま れ て い る 週一回の教育実習 は 、 集 中で行 う 場 合 と｜ 違 っ て長期 に わ た る た め 、 学生の 関心 が た え ず教育現
場 に あ る と い う 利点 も あ り 、 教師 に な る た め の パ ー ソ
ナ リ テ ィ を醸成す る た め に も 、 極 め て 適切 な の で は な
＇ ヵ ー れ た
主任教授の シ ュ レ ス ケ教授 は 、 細 か い心遣 い で 私 に
接 し て く れ た が、 彼 の ス ポ ー ツ に お け る 精神論 の 研究
は 、 極 め て 東洋的で 、 西 洋 ス ポ ー ツ の な か に 、 柔 道 、
一 向 位置付 研究
だ け に 、 我が国の新学習指導要領の な かで 、 格 技 が 武
道 に 名称変え し た こ と 、 ま た 、 一般 に も 宮本武蔵 の 著
シ ュ ツ ッ ト ガル ト の シ ュ ロ ス ・ プ ラ ッ ツ
（ ル ー ド ヴ ィ ッ ヒ ス ブル グ は 、 シ ュ ツ ッ ト ガル ト の
衛生都市 ）
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ま た 、 lレ ー ド ヴ ィ ッ ヒ ス フソレ クeで は、 グノレ ン ド シ ュ ー
レ （ 4 年制 ） と ギ ム ナ ジ ュ ウ ム （ 9 年制 ） の 授 業 を 参
観す る こ と がで き た が 、 ギ ム ナ ジ ュ ウ ム で は案内 し て
く れ た 教頭が 、 ド イ ツ で は 、 本来学級定員 は26人 の と
こ ろ 自 分 の学校で は、 l 学級30名 編成 に 圧縮 し て 実施
し て い る と の こ と だ っ た 。 日 本の 学校 で は 、 最 近 40人
定員 に な っ た と 言 う と 、 気 の 毒 そ う に 「そ れ じ ゃ き め
細 か い教育 は で き な い です ね 」 と い う 応え が返 っ て き
fこ 。
ギ ム ナ ジ ュ ウ ム の卒業試験 は 、 ド イ ツ 圏内 い ず れ の
大学へ も 入学で き る 資格 （ し か も 無償 で ） 試験 で も あ
る の で 、 か な り 程度の高 い 内 容 と の こ と で あ っ た が 、
平素の授業そ の も の の程度 は あ ま り 高 い と は 見受 け ら
れず、 ま た 、 宿題 と い う 習 慣 は な い と の こ と 、 子 供 達
の 伸 び伸 び し て い る の が印 象的 だ っ た 。 学校 は 、 7 時
40分始業で 日 本 の学校 よ り も 早 い が （ そ の替 わ り 帰 り
は早 L 、 ） 、 こ れ は一般企業 で も 同様 の よ う で 、 サ マ ー
タ イ ム で 時計を 1 時間早 く さ せ た に も か かわ ら ず 、 私
の滞在 し た 家 の 前 の 会 社 は 、 始業時間が 7 時の よ う で
あ っ た 。
シ ュ ツ ッ ト ガ jレ ト か ら ミ ュ ン へ ン に 向 か う 列車 の 窓
か ら 見 る ガ イ ス リ ン ゲ ン と い う 町が あ ま り に も 美 し い
の で 、 日 曜 日 に 訪ね て み た 。 駅前が公園通 り と な っ て
い た の で し ば ら く 歩 き 、 そ れ ら し い と こ ろ に 入 っ て 行
く と 、 そ こ は ギ ム ナ ジ ュ ウ ム だ っ た 。 ま さ に 公 園 の 中
に あ る 学校 と い っ た感 じ だ っ た 。 町 の 公園 は、 道 路 を
挟 ん で 向 か い 側だ っ た が、 日 本の 三大公園を思 わ せ る
よ う な公園だ っ た 。 ま た 、 町外れ の 丘 か ら 見下 ろ し た
町並 み は 、 ま る で童話の 中 の 世界 の よ う に美 し か っ た 。
一 斉 に 花開 く 5 月 の 南 ド イ ツ は 、 ち ょ っ と 郊外 に 出
る と 、 限 り な く 続 く 丘陵が言葉で は 言 い 表 し ょ う が な
い ま で に 美 し く 、 約 2 カ 月 で は あ っ た が、 私 に と っ て
実 り の 多 い快適 な 在外研究 で あ っ た 。
筆者 は、 平成 3 年度文部省在外研究員 （短期 ） と
し て 、 平成 4 年 3 月 27 日 か ら 同年 5 月 17 日 ま で の
問、 「西欧諸国の動作学 （Bewegunslehre） の 研
究一一一特 に小学校 に お け る 体育 と 合科学習 へ の
影響を通 し て 一一一 」 を研究 テ ー マ と し て 、 ド イ
ツ 、 連合王国、 フ ラ ン ス 及 び オ ー ス ト リ ア へ 外 国
出 張 さ れ ま し た 。
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己主）��
（政 令 ）
。 旅券法施行令等の一部を改正す る 政 令
(207) 
。 国立学校設置法施行令の一部を改正す
る 政令 （216)
。 国立学校特別会計法施行令の一部を改
正す る 政令 （225)
6 .  17 
6 .  26 
6 .  26 
（省 令 ）
。 国立学校設置法施行規 則 の 一部 を改正
す る 省令 （文部25) 6 .  26 
。 国立学校財務 セ ン タ ー 組織運営規則
（同26)
。 教育公務員特例法施行令第 3 条 の 2 の
規定 に基づ く 文部省所轄機関等の長等
の選考の手続及 び任期等を 定 め る 手続
に 関 す る 省令の一部を改正す る 省令
（同27 )
。 奨学寄附金委任経理事務取扱規則 の 一
部 を 改正す る 省令 （同28)
6 .  26 
6 .  26 
6 .  26 
ミ』
ミl
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平成 4 年度第 1 回 国際交流委員会 （ 6 月 8 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 4 年度富山大学国際交流事業基金各種事業
の採択 に つ い て
(2) 平成 4 年度富山大学国際交流後援会事業 （ 外 国
人留学生への宿舎費補助） の 選考 に つ い て
(3) 国際交流セ ン タ ー の 概算要求 に つ い て
(4) 日 本国富山大学 と 中華人民共和国遼寧大学 と の
聞 に お け る 教官及 び研究者 の学術交流 に 関す る 実
施細 目 （ 案 ） に つ い て
(5) そ の他
平成 4 年度第 1 国 学 園 ニ ュ ー ス 編集委員会 （ 6 月 8 日 ）
（審議事項 ）
(1) 第77号学園 ニ ュ ー ス の発 行 に つ い て
(2) そ の 他
平成 4 年度第 4 回 評議会 （臨時） ( 6 月 9 日 ）
（審議事項 ）
(1) 平成 5 年度概算要求 （ 案 ） に つ い て
(2) そ の他
平成 4 年度第 2 回 事務協議会 （ 6 月 17 日 ）
（議題 ）
(1) 当 面の諸問題 に つ い て
平成 4 年度第 2 回 入学試験実施委員会 （ 6 月 23 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 平成 5 年度富山大学入学試験実施委員会専門委
員会委員 に つ い て
(2） 平成 5 年 度 富 山 大 学 入学者選抜 に 関 す る 要項
（案） に つ い て
(3) 平成 4 年度富山 大学 と 高等学校 と の 入学試験 に
関 す る 懇談会実施計画 （案） に つ い て
(4) 平成 4 年度富山大学説明会実施計画 （ 案 ） に つ
い て
平成 4 年度第 2 回 入学試験委員会 （ 6 月 23 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 平成 5 年 度 富 山 大 学 入 学者選抜 に 関 す る 要項
（案〉 に つ い て
(2) 平成 4 年度富山大学 と 高等学校 と の 入学試験 に
関 す る 懇談会実施計画 （案） に つ い て
(3) 平成 4 年度富山 大学説明 会実施計画 （ 案 ） に つ
い て
平成 4 年度第 5 回評議会 （ 6 月 26 日 ）
（審議事項 ）
F同υ内ノ臼
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( 1 )  富 山大学の 入学式及 び学位記等授与式の開催 日
に つ い て
(2) 学生の除籍 に つ い て
(3) そ の 他
報
第335号
平成 4 年度第 1 回廃液処理施設運営委員会 （ 6 月 29 日 ）
（議題）
( 1 ) 平成 3 年度運営費決算 に つ い て
(2) 施設長 の推薦 に つ い て
(3) 実験廃棄物 の取扱 に 関 す る 講 習 会 に つ い て
(4) そ の他
昌司[!I�
富山大学に勤務す る 職員の勤務を要 し な い 日 等 に 関 す る 規則 の制定
一 富 山 大学 に勤 務 す る 職員 の 勤務 を要 し な い 日 等 に 関 す る 規則 の制定理 由 一 一一 一 一 一＼
行政機関の休 日 に関 す る 法律 （昭和63年法律第91 号） の 一部改正、 行政機関 の
休 日 に お い て事務の 全部文 は一部を行 う 官署 を 定 め る 訓令 （平成 4 年文部省訓令
第14号） 及 び文部省 に 勤務す る 職員の勤務時間等 に 関す る 規程 （平成 4 年文部省
訓令第15号） の 制定 に 伴 い 、 富山大学 に勤務す る 職員の勤務 を 要 し な い 日 等を 定
め る 。
・ ．、、 ，， 
・ 、 ・ ・ ・ ・ 一 一 一 一 一 一 一 一 － － － － － － 一 一 一 一 一 一 一 一 ・ ー ー ・ . . . .・ ・ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ・ ー ー ・ ・ ・ ・ ー ー ー ー ・ ー ー ・ ー ー ー ー ー ー ・ ー 一 一 一 ー ー ー ー ーー ・ ー ー ・ ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 司p ・ ・ ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一－ 一 ー ー 一 一 一 一J’
富 山大学 に 勤務す る 職員の勤務 を 要 し な い 日 等 に 関 す る 規則
（趣 旨 ）
第 1 条 富山大学 に 勤務す る 職員 （以下 「職員 」 と い
う 。 ） の勤務 を 要 し な い 目 、 勤務時間、 休 憩 時 間 及
び休息時間 に つ い て は 、 一般職の職員の 給与等 に 関
す る 法律 、 人事院規則 15 - 1 （職員 の 勤務時 間 等 の
基準） 、 文部省 に勤務す る 職員の勤務時間等 に 関 す
る 規程 （平成 4 年文部省訓令第 15号 ） 等 （ 以下 「 法
令等」 と い う 。 ） の定 め に よ る ほ か 、 こ の 規 則 の 定
め る と こ ろ に よ る 。
（定 義）
第 2 条 こ の規則 に お い て 「部局長」 と は 、 事務局 、
学生部、 各学部、 教養部、 附属図書館、 水 素 同 位体
機能研究セ ン タ 一 、 地域共同研究セ ン タ ー 及 び保健
管理 セ ン タ ー の 長を い う 。
（勤務を 要 し な い 日 及 び勤務時間の 割振 り 等）
第 3 条 職員の勤務を要 し な い 日 は 日 曜 日 及 び土曜 日
と し 、 勤務時間、 休憩時間及 び休息時間 （ 以 下 「勤
務時間 の割振 り 等」 と い う 。 ） は、 別表 1 に 定 め る
と こ ろ に よ る 。 た だ し 、 別表 2 の 職員 の 区分欄 に 掲
げ る 職員 に つ い て は 、 同 表 に定 め る 勤務時間の割振
り 等 と す る 。
第 4 条 別表 3 の職員の 区分欄 に掲 げ る 職員 の勤務 を
要 し な い 日 及 び勤務時間 の割振 り 等 に つ い ては 、 同
表 に定 め る と こ ろ に よ る も の と し 、 勤務を要 し な い
日 及 び勤務時間 の割振 り を定 め る 期間 （以下 「割振
り 単位期間」 と い う 。 ） ご と に 、 当該部 局 長 が勤 務
を要 し な い 日 及 び勤務時間帯の指定を行 う も の と す
る 。
第 5 条 前 2 条 の 規定 に よ る こ と が困難 な 職 員 に つ い
て は 、 法令等 に定 め る 範囲 内 に お い て 、 あ ら か じ め
勤務を 要 し な い 日 及 び勤務時間 の 割振 り 等 の基準 に
つ い て学長 の 承認 を 得 た 場合 に 限 り 、 当 該部局長 が
勤務を要 し な い 日 及 び勤務時間帯の指定を 行 う こ と
がで き る も の と す る 。
第 6 条 第 3 条又 は第 4 条の適用 を 受 け る 教授、 助 教
授 、 講師 （非常勤講師を除 く 。 ） 、 助手 、 教 諭 及 び
養護教諭の う ち 、 教育 、 研究及 び学生指導等の た め、
第 3 条又 は 第 4 条 の 規定 に よ る こ と が困難な者 に つ
い て は 、 法 令等 に 定 め る 範囲 内 に お い て 、 当 該部局
長 が個別 に勤務を要 し な い 日 及 び勤務時間 の割振 り
po n〆臼
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等 の 指 定 を 行 う こ と がで き る も の と す る 。
2 前項の 規定 に よ り 勤務 を要 し な い 日 及 び勤務時 間
の割振 り 等 を行 う 場合 に は、 第 3 条 の適用 を受 け て
い る 者 に つ い て は平成 4 年 5 月 3 日 を初 日 と す る 4
週 間 の 期 間及 び こ れ に 引 き 続 く 4 週間 ご と の 期 間 の
う ち の 特定 の 4 週間 内 に お い て 、 第 4 条 の適用 を 受
け て い る 者 に つ い て は 、 当 該割 振 り 単位期間 の う ち
の特定の 4 週間 内 に お い て行 う も の と す る 。
（勤務を 要 し な い 日 の振替え等）
第 7 条 一般職の職員の給与等 に 関す る 法律 （ 昭 和 25
年法律第95号） 第 14条第 4 項 に 規定す る 勤務 を 要 し
な い 日 の 振 替 え 又 は半 日 勤務時間の割振 り 変更 に つ
い て は 、 当 該部局長が こ れ を 行 う も の と す る 。 た だ
し 、 勤務を要 し な い 日 の振 替 え 又 は半 日 勤務 時 間 の
割振 り 変更 を行 う 際 に は 、 人事院規 則 15 - 1 （ 職 員
の 勤務時間等の基準） の 運用 に つ い て （昭和 63 年 12
月 15 日 ） 第 7 条関係第 6 項 に 定 め る 事項 を 当 該 職 員
へ通知す る も の と す る 。
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（割振 り 単位期間の初 日 等 ）
第 8 条 第 4 条及 び第 5 条 の割振 り 単位期間の初 日 は 、
平成 4 年 5 月 3 日 と す る 。
第 9 条 人事院規 則 15 - 1 （職員の勤務時間等の基準）
第 7 条第 4 項 に 規定す る 毎 4 週間 は 、 平成 4 年 5 月
3 日 を初 日 と す る 4 週間 の期 間及 び こ れ に 引 き 続 く
4 週間 ご と の期 間 と す る 。
附 ]:llj
1 こ の規 則 は 、 平成 4 年 5 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平成 4 年 8 月 31 日 ま で の 聞 は 、 別表 3 の勤務 を 要
し な い 日 欄 中 「 日 曜 日 並 び に毎月 の第二土曜 日 」 と
あ る の は 、 「 日 曜 日 」 と し 、 「当該部 局 長 が 指 定 す
る 2 の 土曜 日 」 と あ る の は 、 「当該部局長 が 指 定 す
る 3 つ の土曜 日 」 と す る 。
3 富山大学職員 の勤務時間、 休憩時間及 び休息 時 間
等 に 関 す る 取扱 い に つ い て （昭和42年1 1 月 28 日 学長
裁定） は 、 廃止す る 。
別表 1
勤 務 時 間 ｜ 休 憩 時 間 ｜ 休 息 時 間
午前 8 時30分 ｜ 午後 O 時15分 ｜ 午後 O 時～午後 O 時15分
～午後 5 時 ｜ ～午後 O 時45分 ｜ 午後 O 時45分～午後 1 時
別表 2
職 員 の 区 分 勤 務 時 間 休 憩 時 間 ｛木 患 時 間
各学部及び教養部に勤務
す る 職員の う ち 、 教育、
研究及び学生指導等の業 午前10時30分～午前10時45分
務に従事す る 職員 （教育 午前 8 時30分～午後 5 時 午後 0 時30分～午後 1 時 又は午後 O時15分～午後 O 時30分
学部附 属 学 校 教 員 を除 午後 1 時 ～午後 l 時15分
く 。 ） で当該部局長が指
定す る 者
経済学部夜間主 コ ー ス の
授業等に関連す る 業務 に 午後 4 時15分～午後 4 時30分
従事す る職員 （教員を除 午後 O 時30分～午後 9 時 午後 4 時30分～午後 5 時
く 。 ） で当該部局長が指 午後 5 時 ～午後 5 時15分
定す る 者
保健管理セ ン タ ー に勤務 A 午後 O 時15分～午後 O 時30分
す る 職員の う ち 、 看護 ・ 午前 8 時30分～午後 5 時 午後 O 時30分～午後 1 時 午後 1 時 ～午後 1 時15分
救急医療措置に関す る 業
務に従事す る 職員で当該 B 午後 O 時45分～午後 1 時
部局長が指定す る 者 午前 9 時 ～午後 5 時30分 午後 1 時 ～午後 1 時30分 午後 1 時30分～午後 1 時45分
事務局に勤務す る職員の A 午削10時15分～午削10時30分
う ち 、 電話交換に関す る 午前 8 時30分～午後 5 時 午後 0 時15分～午後 O 時45分 午後 2 時45分～午後 3 時
業務に従事す る職員で当 B 午刷11時 ～午l'J!J l l時15分
該部局長が指定す る 者 午前 9 時 ～午後 5 時30分 午後 1 時15分～午後 1 時45分 午後 3 時30分～午後 3 時45分
可ーワ’u
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別表 3
職員の区分 割 振 り 勤務を要 し な い 臼 勤 務 時 間 休 憩 l時 間 休 息 l時 間単位期間
日 曜 日 並び に毎月 の 月 曜 日 か ら 金曜 日 ま で 午前10時35分～午前10時50分
第二土曜 日 及 び夏季 午前 8 時30分 午後 1 時 午後 3 時50分～午後 4 1時 5 分
教育学部附属小学校 ・ 冬季等の休業期間 ～ 午後 5 時 ～ 午後 1 時30分
の教員
52週間 中に当該部局長が指 土曜 日
定す る 10 日以上の勤 午前 8 時30分 午前10時35分～午前10時50分
務 日 ～ 午後 O �i30分
日 曜 日 並びに毎月 の 月 曜 日 か ら 金曜 日 ま で 午目lj 9 時55分～午l'JIJ lQ時
第二土曜 日 及び夏季 午前 8 時30分 午後 0 時 午前1 1時50分～午後 0 時
教育学部附属中学校 52週間 ・ 冬季等の休業期間
～ 午後 5 時 ～ 午後 0 1時30分 午後 3 時30分～午後 3 lf.!/45分
の教員 中に当該部局長が指 土曜 日
定す る 10 日 以上の勤 午前 8 時30分
午前 9 時55分～午前10時
務 日 ～ 午後 0 時30分
午前1 1時50分～午後 0 時
日 曜 日 並びに毎月 の 月 曜 日 か ら 金曜 日 ま で 午前 8 時55分～午前 9 時
第二土曜 日 及び夏季 午前 8 11寺30分 午後 0 時40分 午前10時30分～午前10時40分
教育学部附属養護学 52週間 ・ 冬季等の休業期間
～ 午後 5 時 ～ 午後 l 時10分 午後 3 時20分～午後 3 時35分
校の教員 中に当該部局長が指 土曜 日
定す る 10 日 以上の勤 午前 8 時30分 午前 8 時55分～午前 9 時
務 日 ～ 午後 O 時30分
午前10時30分～午後10時40分
日 曜 日並びに毎月 の 月 曜 日 か ら金曜 日 ま で 午前10時15分～午前10時30分第二土曜 日 及 ひ、夏季 午前 8 時30分 午後 O 時30分
午後 1 時 ～午後 1 時 15分教育学部附属幼稚園 ・ 冬季等の休業期間 ～ 午後 5 時 ～ 午後 1 I時
の教員 52週間 中に当該部局長が指 土曜 日
定す る 10 日 以上の勤 午前 8 1時30分 午前10時15分～午前101時30分
務 日 ～ 午後 O 時30分
A 月 曜 日 か ら 金曜 日 ま で
日 曜 日 及び土曜 日 午前 8 時30分 午後 0 時15分 午後 O 時 ～午後 0 II寺15分
～ 午後 5 時 ～ 午後 0 時45分 午後 0 時45分～午後 1 時
B 月 曜 日 か ら 金曜 日 ま で
日 曜 日 並びに毎月 の 午前 8 時30分 午後 O 時15分
午後 0 時 ～午後 0 時15分
教育学部附属学校に 第二土曜 日 及び当該 ～ 午後 5 11寺 ～ 午後 0 時45分
午後 0 11!}45分～午後 1 II寺
勤務す る 職員の う ち 、
授業等に関述す る業
部局長が指定す る 2 A 
務に従事す る職員で
4 週間 の土曜 日 月 町1 日 か 午前 8 1時30分 午後 0 I時15分 午後 O 時 ～午後 O 時15分
当該部局長が指定す 又は ら 金曜 日 ～ 午後 1 時 ～ 午後 0 時45分
る者 日 曜 日 及び当該部局
の 1 の半 B 
長が指定す る 3 の土 日 勤務 日 午後 1 時 午後 3 時 ～午後 3 時15分
曜 日 ～ 午後 5 時
土曜 日
午前 8 時30分 午前10時 ～午前101時15分
～ 午後 O 時30分
学生部に勤務す る職
員の う ち 、 寄宿舎の 当該部局長が指定す 午前 8 Ii守30分 午後 0 時30分 午前10時30分～午前10時45分調理に関す る業務に 4 週間
従事す る職員で当該
る 8 の 1 日 勤務 日 ～ 午後 5 時 ～ 午後 l 時 午後 2 時45分～午後 3 1時
部局長が指定す る者
QU つ’臼
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富山大学の入学式及 び学位記等授与
式の開催 日 に つ いて の 申合せ
－ 富 山 大学の入学式及び卒業証書授与式の開催 国 に つ い て の 申 合せ の改正理由 一一一＼
平成 3 年度第11 回評議会 （平成 4 年 1 月 17 日 （金〉 開催） の 議 に 基 づ
き 、 「富山大学卒業証書、 修了証書並 び に修士学位記授与式」 を 「富 山
大学学位記及 び修了証書授与式」 に 変更 し た こ と 、 及 び完全週休二 日 制
の 施行 に よ り 、 平成 4 年 5 月 か ら 土曜 日 を 閉 庁 と す る こ と に 伴 い 、 所要
事項を 改 め る 。
， 、 J＼ ，  
、 ー ー ー ー . . ’ ー ー ー 守 ー ・ ・ ー ’ ー ー ー ー ー 一 .. ・ 一 一 一 一’ ー ー ー ー ・ ー ー ー － － － － ・ ー ー ・ ・ ー ー ・ ー ー ー ー ・ ー ・ ーー ー ー ー ・ ー ー ー ー ー ・ ー ー ー ー ー ・ ・ ・ . . 一 一 守 守 ー ー ー ー ー ー ・ ・ ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ’ 一 ー ・ ー ー ・ ー ー ー ・ ー ー ー ー 守. . . 一 ー ー ー ー ー ー ー ーー ・ ・ ・ ・ ・ 一 － － － － ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ，
富山大学の入学式及び学位記等授与式の開催 日 に ついての申合せ
平成 4 年 6 月 26 日
評 議 会 決 定
富山大学 の 入学式及 び学位記 （修了証書 ） 授与式 の 開催 日 は 、 毎年度
次 の と お り と す る 。
1 入学式 は 、 4 月 10 日 と す る 。 た だ し 、 そ の 日 が 日 曜 日 又 は土 曜 日
と な る 場 合 は 、 そ の翌 日 又 は翌 々 日 の 月 曜 日 と す る 。
2 学位記等授与式 は 、 3 月 25 日 と す る 。 た だ し 、 そ の 日 が 日 曜 日 又
は土曜 日 と な る 場合 は 、 そ の前 々 日 文 は 前 日 の 金 曜 日 と す る 。
富山地域 リ カ レ ン ト 教育推進
事業富山大学運営委員会要項
／＇＂………… 富 山地域 り カ レ ン ト 教育推進事業 富 山大学運営 委員会要項の制定理 由 一……ー一＼
文部省か ら 、 富山県教育委員会富 山県民生涯学習 カ レ ッ ジ が代表機関 と し て 、
富 山地域 に お け る リ カ レ ン ト 教育推進事業が委嘱 さ れ た こ と に伴 い 、 富 山地域 リ
カ レ ン ト 教育推進協議会が設置 さ れ た 。
同協議会か ら 、 本学 に 対 し て事業の委託が行 わ れ、 そ の事業の 円 滑 な 促進 と 実
施 を図 る た め 富 山地域 リ カ レ ン ト 教育推進事業富山大学運営委員会 を設置 し 、 所
要事項を 定 め る 。
、、 J， ，
、 、 ー ー ー ー ー － － － － － － ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 守 司 巴 －－ － － ・ 4’ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ー ー ー ー 一 一 一ー ー ー ・ ・ ・ ・ ー ・ ・ ー ー ー ー ー ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ー ー ー ー ・ F ・ － － － － ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ’ ー ・ － － － － － － － ー ・ ー ・ ・ ・ 一・ ・ ー ー ー ー ー ・ ー ー ー ー ー ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ・ ・ ・ ー ー ー ・ ー ー ー ・ ・ ー ー ・ ー ー ー ー ー ー ’
nHd つ臼
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富山地域 リ カ レ ン ト 教育推進事業富山大学運営委員会要項
（設 置 ）
第 1 条 富 山大学 に 富 山地域 リ カ レ ン ト 教育推進協議
会か ら の委託事業 の 円滑 な運営を図 る た め 、 富 山 地
域 リ カ レ ン ト 教育推進事業富山大学運営委員会 （ 以
下 「委員会J と い う 。 ） を置 く 。
（組 織 ）
第 2 条 委員会 は 、 次 の 各号 に 掲 げ る 者 を も っ て 組織
す る 。
(1 )  学長
(2) 各 学部長及 び教養部長
(3) 附属図書館長
(4) 学生部長
(5) 事務局長
(6) そ の 他学長が適任 と 認め た者
2 前項第 6 号の委員 は 、 学長が委嘱す る 。
（任 期 ）
第 3 条 前条第 1 項第 6 号 の委員の任期 は、 1 年 と し 、
再任を妨げ な い 。 た だ し 、 欠員が生 じ た場合 の 後 任
の委員の 任期 は 、 前任者の残任期 間 と す る 。
（委員長）
第 4 条 委員会 に 委員長を置 き 、 学長を も っ て充て る 。
2 委員長 は 、 委員会を招集 し 、 そ の議長 と な る 。 た
だ し 、 委員長 に事故 あ る と き は 、 委員長 が あ ら か じ
め指名 し た委員 が そ の職務を 行 う 。
（幹 事 ）
第 5 条 委員会 に 幹事 を 置 き 庶務部長、 経理部長 及 び
学生部次長を も っ て充 て る 。
（庶 務 ）
第 6 条 委員会 の 庶務 は 、 庶務部庶務課 に お い て 処 理
す る 。
（雑 則 ）
第 7 条 委員会 の 経理事務手続 に つ い て は 、 経理部長
が別 に 定 め る 。
附 員Ij
こ の要項 は 、 平成 4 年 6 月 9 日 か ら 実施す る 。
夏 の 省 エ ネ ル ギ ー に 協 力 を
石 油 、 天然 ガ ス な ど の エ ネ ル ギ ー 資 源 は 、 地球 の 貴重 な 財産 で す 。
資源 の 無 駄使 い は 、 地球 の 温 暖化 な ど地球環境 の 悪 化 を 招 く 原 因 と も な り ま す 口
日 頃 か ら エ ネ ル ギ ー を 効率 的 に 使 用 し 、 地球 に や さ し い 環境作 り に 心掛 け ま し ょ う 。
室 温 は 28°C を 目 途 と す る 。
不 用 時 の こ ま め な 消 灯 を 励 行す る 。
不要不急 の O A 機器等 の 電源 は こ ま め に 切 る 。
ガ ス ・ 水 道 の 節約 に 努 め る 。
マ イ カ ー の 経済運転 、 大量交通機関 等 の 利 用 を 心掛 け る 。
nu qtu
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外 国 出 張 理 学 部 助 教 授 安 田 祐介 第
66回 コ ロ イ ド と 表面科学 シ
4. 6. 1 1  
ア メ リ カ 合 衆 国
ン ポ ジ ウ ム に 出席 他 4. 7. 13 
理 学 部 助 手 酒井 英男 研究打合せ 、 水質 及 び底質資
4. 6. 17 
ロ シ ア 共 和 国
料採取の た め 4. 7. 
教 養 部 教 授 藤井 昭二
パ イ カ ノレ湖 の水質及 び底質試
4. 6. 17  
ロ シ ア 共 和 国
料採取
4. 7. 8 
工 学 部 助 教 授 松木
ノ lレ ウ コニ 第 3 回 ア ル ミ ニ ウ ム 合金国際
4. 6. 19 
賢司 オ フ ン ゲ 会議 に 出席 他 4. 7. 2 
，， 文部技官 松 田
第 3 回 ア ル ミ ニ ウ ム 合金国際 4. 6. 19 
健二 ノ lレ ウ 二L
会議 に 出席 、 研究発表 4. 6. 29 
4. 6. 19 
〆f 教 授 宮下 和雄 イ タ リ ア 第14回液晶国際会議 に 出席
4. 6. 28 
，，〆 ，， 女川 博義 ，， II ，， 
経済学部 教 授 藤森 英男
合繊織物産地での産業調整援
4. 6. 20 
大 韓 民 国
助政策実態調査 4. 6. 29 
工 学 部 助 手 佐 々 木基文
フ フ ン ス 制御 と 信号処理 に お け る 適応
4. 6. 27 
ス イ ス
シ ス テ ム に関 す る 国際 シ ン ポ
ジ ウ ム に出席及び研究発表 他 4. 7. 9 
理 学 部 教 授 松浦 郁也 オ フ ン ダ
4. 6. 28 
ノ 、 ソ jf 第10回国際触媒学会 に 出 席 他
4. 7. 27 
海 外 研 修 経済学部 助 教 授 岩崎 政明
ド イ ツ 「 日 本 ・ E C に お け る 多国籍
4. 6. 12 
イ ギ ス 企業課税」 会議 に 出席 他 4. 6. 25 
教育学部 助 教 授 西川 友之 マ レ ー シ ア
4. 6. 12 
イ ン ド ネ シ ア
バ レ ー ボ ー ル審判技術研修 他
4. 6. 22 
物理学 に お け る 群論的方法 に 4. 6. 25 
理 学 部 助 教 授 平 山 実 ス ./'<; 内 イ ン 関 す る 第 19回国際 コ ロ キ ウ ム
に 出席 4. 7. 7 
教育学部 助 教 授 室橋 春光
学習障害児教育施設 ・ 指導法
4. 6. 27 
ア メ リ カ 合 衆 国
の調査 ・ 研究 4. 7. 8 
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〈新任者住所〉
教 養 部
文部事務 官 森
（教 務 係）
慶 子
〈住 所 変 更〉
教 養 学 部
教 授 松 川 三 郎
（被 服 学）
附属図書 館
事務補佐員 柴 田 紀 子
（閲 覧 係）
教 養 部
文部事務 官 寺 脇 誠 一
（会 計 主 任）
〈改 姓〉
教 養 部
文部事務 官 寺 脇 誠 一 （旧姓 ： 下 田 ）
（会 計 主 任）
平成 4 年度 『 防災週間』
平成 4 年 8 月 30 日 （ 日 ） ～ 9 月 5 日 （土）
我 が 国 は 、 そ の 自 然 的 ・ 社 会 的 条 件 か ら 、 台 風 、 豪 雨 、 豪 雪 、 地震及 び
大規模火災 等 に よ り 災 害 に 見舞 わ れ て き て い ま す 。 こ の た め 、 常 日 頃 か ら
災 害 を 未然 に 防止 す る よ う 、 災害 に 対 す る 備 え を 充 実強 化 し て い き ま し ょ
つ D
内ruqa 
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本 部 ｜ 25 日 平成 4 年度国立大学入試担当 課長連絡協
議会 （於 ： 新潟東映 ホ テ ル）
6 月 1 日 平成 4 年度永年勤続者表彰 26 日 第 5 回評議会
国立大学入学者選 抜連絡協議会第13回大 第 3 回部局長懇談会
会 （於 ： 神戸国際会議場） 第 9 回評議会幹事会
1 ～ 3 日 平 成 4 年 度 国立大学施設担 当 課長 会 議 第42回北陸三県大学学生交歓芸術祭運営
（於 ： 東京医科歯科大学） 協議会 （於 ． 福井大学）
3 日 平成 4 年度国立大学学生部次長 ・ 課長 、 X 線直接撮影
国立高等専門学校課長会議 （於 ： 東 京 医 29 日 第 l 回廃液処理施設運営委員会
科歯科大学） 第 2 回学務関係係長会議
4 ～ 5 日 国立学校及 び施設等機関等庶務部課 長 会 30 日 中部地区安全対策会議 （於 ： 人事院 中 部
議 （於 ： ：東京医科歯科大学） 事務局 ）
平成 4 年度国立大学国際交流担 当課長 等
会議 （於 ： 東京医科歯科大学 ） ｜ 人 文 学 部 ｜
5 日 第 2 回 留学生部会
第 7 回評議会幹事会 6 月 1 日 特別昇給委員会
8 日 第 1 回国際交流委員会 2 日 学部将来計画委員会 と 予算委員会 の 合 同
平成 4 年度学生教育研究災害傷害保険説 委員会
明 会 （於 ： 名 古屋逓信会館） 3 日 学部教務委員会
第 1 回学園 ニ ュ ー ス 編集委員会 教授会
9 日 第 4 回評議会 15 日 学術講演会 （米国 テ キ サ ス A & M 大 学 文
第 2 回部局長懇談会 学部長 ダ ニ エ ル ・ フ ア ロ ン 教授）
第 8 回評議会幹事会 17 日 紀要委員会
平成 4 年度大学入学者選抜 ・ 教務関係事 24 日 教授会
項連絡協議会 （於 ： 京都産業会館）
16～17 日 国立大学協会第90回総会 （於 ： 学士会館） 教 育 学 部 ｜
17 日 第 2 回事務協議会
17～18 日 国立大学長会議 （於 ： 学士会館） 6 月 1 日 拡大学部将来計画委員会
18 日 第 3 回留学生部会 3 日 教授会
19 日 国立大学協会第57回事務連絡会議 （ 於 ： 3 ～ 4 日 日 本教育大学協会北陸地区会美術部門 研
学士会館） 究協議会 （於 ． 福井大学 ）
庶務係長会議 4 日 附属幼稚園保育研究会
低温液化室講演会 8 日 教授会
23 日 平成 5 年度概算要求説明 （於 ： 名古屋工 9 日 入学者選抜方法検討委員会
事事務所） 大学院設置準備委員会
第 2 回入学試験実施委員会 平成 4 年度特殊教育就学奨励費交付金
第 2 回入学試験委員会 事務担当 者会議 （於 ： 国立教育会館）
24 日 平成 4 年度北陸地区国立学校事務電算 化 10 日 学部教務委員会
協議会 （於 ： 金沢大学） 人事教授会
部課長会議 教授会
円、υ丹、u
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1 1～12 日 全国国立大学教員養成学部事務長協議会
（於 ： 大阪教育大学 ） ｜ ェ 品十.u, 部
12 日 日 本教育大学協会評議員会
（於 ： K K R 東京竹橋 ） 6 月 2 日 学部運営委員会
15 日 富山大学教務委員会教職科 目 専門委員会 4 日 学部入学試験検討委員会
17 日 人事教授会 5 日 学部概要編集委員会
19 日 附属中学校教育研究協議会 8 日 学部教務委員会
22 日 学部予算委員会 係長連絡会
25 日 教育実習委員会 10 日 教授会
工学研究科委員会
専任教授会
11 日 学部図書委員会
6 月 2 日 大学院経済学研究科委員会小委員会 15 日 博士課程設置準備委員会
3 日 日 本海経済研究所運営委員会 16 日 学部概要編集委員会
大学院経済学研究科委員会 18～19 日 北陸信越地区工業教育協会総会
教授会 （於 ： 新潟大学 ）
経済学部長候補者選挙選挙管理委員会 北陸信越地区工学部長懇談会
10 臼 各種委員選考委員会 （於 ： 新潟大学 ）
12 日 学部案内作成委員会 19 日 学部拡大教務委員会
15 日 夜間主 コ ー ス 運営委員会 22 日 学部補導委員会
16 日 学部教務委員会 （持 ち 回 り ） 30～ 1 日 第30回中部圏国立大学工学部事務協議会
17 日 教授会 （於 ： 新潟大学 〉
18 日 学部補導委員会
24 日 学部案 内 作成委員会 ｜ 教 養 部
学部施設整備委員会
係長会議 6 月 1 日 教授会
25 日 学部補導委員会 5 日 教授会
26 日 学部補導委員会 8 日 補導委員会
29 日 係長会議 10 日 教授会
学部教育改善検討委員会 12 日 内地 ・ 在外研究員 に 関 す る 委員会
学部補導委員会 17 日 推薦委員会
c L 教室運営委員会
E里 学 視聴覚教育委員会
24 日 人事教授会
6 月 5 日 教育改革問題等検討委員会、 学科主 任会
議 附 属 図 書 館
10 日 教授会
理学研究科委員会 6 月
人事教授会 25～26 日 第39回国立大学図書館協議会総会
15 日 教育改革問題等検討委員会 （於 ； 帯 広市民文 化 ホ ー ル 〉
25 日 ガ ラ ス 工作室運営委員会 30 日 係長連絡会
A叫－aqd 
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地域共同研究セ ン タ ー
6 月 1 日 ハ イ テ ク ゼ ミ ナ ー ルエ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ー
ス ( 7 月 27 日 ま で 〉
2 日 ハ イ テ ク ゼ ミ ナ ー jレ メ カ ト ロ コ ー ス （ 7 
月 28 日 ま で ）
9 日 第 1 回大学院生教育講座
23 日 文部省関係者視察
24 日 福井大学関係者視察
6 月 18 日 第 1 回健康の集 い
24 日 X 線直接撮影
Fhu 丹、U
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町1 丁 目 5 18 
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 f向
